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株

橋

諦

秀

序

　

論

一
、
問
題
の
重
要
性
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（２
）

二
、
草
木
成
仏
と
の
関
連
法
門
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（５
）

三
、
草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
の
本
尊
抄
の
文
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（７
）

四
、
本
絵
二
像
開
眼
の
意
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（１２
）

本
　
　
論

天
台
家
の
説

一
、
荊
漢
湛
然
の
非
情
仏
性
論
の
要
領
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（１４
）

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

五 四 三 二
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

六
、
宝
地
房
証
真
の
見
解
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

法
華
宗
の
説

一
、
宗
祖
日
蓮
大
士
の
草
木
成
仏
と
木
絵
二
像
の
意
神
と
に
つ
い
て
の
説
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（お
）

０
　
草
木
成
仏
の
原
理
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（”
）

０
　
草
木
の
下
種
成
仏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
命
じ

０
　
木
絵
二
像
開
眼
の
教
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（３３
）

二
、
日
隆
聖
人
の
草
木
成
仏
に
対
す
る
所
釈
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（３０
）

０
　
当
宗
の
草
木
成
仏
の
教
理
的
根
拠
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
■
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
〈“
）

０
　
雨
前

ｏ
迩
門
の
草
木
成
仏
論
を
評
破
す
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
金
ι

ｌ
、
雨
前
諸
経
の
草
木

‐成
仏
論
を
評
破
す
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（絆
）

２
、
法
華
述
円
の
草
木
成
仏
論
を
評
破
す
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
〈錦
）

０
　
本
門
所
談
の
草
木
成
仏
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（４０
）

口
　
草
木
の
発
心
修
行
の
事
相
成
仏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（４３
）

結
　
　
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（４６
）

序
　
　
論

一
、
問
題
の
重
要
性

宗
教
に
お
い
て
我
等
衆
生
の
信
仰
対
象
た
る
本
尊
の
重
要
な
る
こ
と
は
今
更
い
う
ま
で
も
な
い
。
宗
教
の
成
立
条
件
と
し
て
、
礼
拝
の
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対
象
た
る
本
尊

（仏
宝
）
と
、
仏
陀
所
説
の
教
義
及
び
そ
の
所
詮
の
大
法

（法
宝
）
と
、
本
尊
を
礼
拝
し
仏
陀
の
教
説
に
従
て
そ
の
所
詮
の

大
法
を
信
行
護
持
す
る
信
徒

（僧
宝
）
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、　
そ
の
三
条
件
申
本
尊
は
最
も
根
本
的
信
条
で
あ
っ
て
信
仰
の
対
象
た
る
本

尊
な
く
し
て
は
既
に
宗
教
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
宗
祖
日
蓮
大
士
に
と
っ
て
、
そ
の
本
尊
た
る
も
の
は

一
体
如
何
な
る
存
在
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
本
尊
を
実
際
の
信
仰
上
如
何

よ
う
に
表
現
す
べ
き
で
あ
る
か
等
の
問
題
を
観
心
本
尊
抄
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
が
即
ち
草
木
成
仏
と
木
画

本
尊
の
意
神
と
い
う
法
義
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
我
々
門
下

一
般
に
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
尊
抄

一
部
中
の
主
要
法
門
の

一
で
あ

Ｚり
。観

心
本
尊
抄
は
そ
の
題
号
に
特
に

「如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
」
の
九
字
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
は
正
し
く
宗
祖
が
滅
後
五
濁
悪
世
の
今
日
を
予
想
し
、
大
慈
悲
を
以
っ
て
今
日
の
人
人
の
宗
教
心
を
喚
発
せ
し
め
ん
と
し
て
撲
述
せ
ら

れ
た
末
法
の
未
来
記
で
あ
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

（註
）

―
幼
　
濁

（時
　

代
　
悪
）

総
濁

五
濁
１
一　
中
『
い

一一
毒
一
¨
本

悪 悪
‐
能
一中
い
］
け
一
‐ ‐‐
下
因

―

命

　

濁

（
杯

　
　
量
慮
　
不

　
薙

）
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
果

今
日
の
こ
の
五
濁
悪
世
は
何
に
よ
っ
て
招
来
さ
れ
た
か

精
神
不
顧
の
結
果
で
あ
る
。
物
質
至
上
主
義
は
今
日
の
自

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

じ見
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

壊
、
人
間
環
境
汚
染
が
極
度
に
達
し
、
既
に
人
間
が
こ
の
地
球
上
に
は
安
閑
と
し
て
生
活
で
き
な
い
域
に
ま
で
来
て
い
る
。
今
日
の
自
然

科
学
の
進
歩
に
よ
る
物
質
文
化
は
人
間
を
怠
慢
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
虚
空
よ
り
も
大
き
く
大
地
よ
り
も
重
い

「
い
の
ち
」
を
何
時
い

か
な
る
処
で
喪
失
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
不
安
に
陥
れ
て
い
る
。
仏
教
で
は
そ
の
本
地
を
四
天
王
で
あ
る
と
し
、
ま
た
そ
の
本
地
を

本
化
四
菩
薩
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
大
地

（地
大
）
も
空
気

（風
大
）
も
水

（水
大
）
も
太
陽
の
光
線

（火
大
）
も
す
べ
て
汚
染
さ
れ
て
ゆ

く
今
日
の
時
代
で
あ
っ
て
、
自
然
界
が
自
然
の
ま
ま
で
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
人
間
も
動
植
物
も

一
切
、
生
活

・
棲
息
し
難
い
状
態

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
今
日
世
を
挙
げ
て
人
間
環
境
の
浄
化

・
公
害
病
の
対
策
医
療

・
自
然
の
復
元

・
野
禽
鳥
虫
類
等
の
保
護

・
工
場

廃
棄
物
の
処
理
等
の
諸
問
題
が
研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
現
前
の
事
実
で
あ
る
。

仏
教
殊
に
天
台
家

・
当
家
で
論
ず
る
草
木
成
仏
の
法
門
は
も
と
非
情
（螺
軽
わ
量
酢
霧
噛
計
羅
秩
）
成
仏
の
問
題
で
あ
っ
て
、
我
等
人
間
は

も
と
よ
り

一
切
衆
生
の
生
存

ｏ
生
活
の
環
境
を
完
全
な
ら
し
め
る
教
義
で
あ
る
。
こ
の
故
に
草
木
成
仏
と
い
っ
て
も
単
に
草
木
の
み
の
成

仏
を
い
う
の
で
は
な
く
、
日
月

ｏ
山
河

・
大
地

・
土
石
よ
り
禽
獣

・
虫
類
等
に
至
る
ま
で
の
一
切
の
成
仏
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
今

日
我
々
人
間
の
誤
れ
る
考
え
方
は
山
河
大
地
草
木
等
外
界
の
事
物
は
皆
、
独
り
我
等
人
間
の
生
存

・
生
活
の
為
の
存
在
で
あ
る
と
し
て
来

た
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
に
お
け
る
成
仏
は
有
情

（琲
補
経
哺
）
の
衆
生
の
み
の
成
仏
を
い
う
の
で
は
な
く
、
我
等
人
間
と
共
に
草
木

・
国
土

等

一
切
の
成
仏
即
ち
仏
国

ｏ
宝
土
の
実
現
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
考

へ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
人
間
の
成
仏

よ
り
も
先
決
は
非
情
自
然
界
の
成
仏
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
で
な
け
れ
ば
我
等
人
間
の
成
仏
は
保
証
さ
れ
な

い
の
で
あ

Ｚつ
。こ

こ
に
お
い
て
我
等
仏
教
徒
殊
に
法
華
宗
徒
は
、
こ
の
草
木
成
仏
の
法
門
を
理
解
し
、
延
い
て
は
十
界
依
正
本
尊
の
法
義
を
よ
く
研
究

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
祖
彙
定
の
十
界
互
具
の
曼
陀
羅
本
尊
は
十
界
の
依
正
（精
鵬
）
万
法
悉
く
仏

・
菩
薩
化
し
而
も
各
自
相
互
間
に

お
け
る
能
所
の
関
連
性
を
示
し
て
以
て
、
之
を
信
仰
の
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
仏

・
菩
薩
と
し
て
の
依
正
万
法
が
客
観
的
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世
界
に
実
現
す
る
と
き
、
始
め
て
我
我
人
間
の
完
全
な
る
生
存

・
生
活
、
即
ち
真
の
成
仏
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
草
木
成
仏
の
法
門
は
非
情
仏
性
の
問
題
と
し
て
支
那
仏
教
に
お
い
て
既
に
一
三
〇
〇
年
の
往
昔
よ
り
論
ぜ
ら
れ
て
来
た
も
の
で
、

今
日
に
始
め
ら
れ
た
法
義
で
は
な
い
、
否
も
っ
と
古
く
印
度
仏
教
に
お
い
て
既
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
草
木
成
仏
と
の
関
連
法
門

草
木
成
仏
の
法
門
と
最
も
接
近
せ
る
も
の
に
泥
木
図
像
の
本
尊
義
と
無
性
有
情
の
成
仏
義
が
あ
り
、
な
お
之
に
関
連
せ
る
も
の
に
俗
諦

常
住
の
義
が
あ
る
。
こ
の
四
種
法
門
は
天
台
家
に
お
け
る
論
義
二
百
題
中
の
算
で
あ
っ
て
、
草
木
成
仏
は
宗
要
の
六
即
義
の
算
、
泥
木
図

像
は
問
要
の
、無
性
有
情
は
宗
要
の
仏
性
義
の
、俗
諦
常
住
は
義
科
の
二
諦
義
の
一
の
算
で
あ
る
。
こ
の
四
種
の
中
無
性
有
情
の
成
仏
義
は

法
相
宗
の
五
性
各
別
説
に
よ
る
無
性
有
情
不
成
仏
の
義
を
破
し
、
草
木
成
仏
の
義
は
華
厳
宗
の
有
情
仏
性

（覚
）
非
情
法
性

（不
覚
）
に
し

て
非
情
の
草
本
は
成
仏
せ
ず
と
い
う
義
に
対
し
、
俗
諦
常
住
は
別
教
の
真
諦
常
住

・
俗
諦
無
常
の
義
を
評
し
、
泥
木
図
像
の
義
は
別
教
の

泥
木
図
像
は
た
だ
色
相
に
し
て
真
仏
に
あ
ら
ず
と
い
う
義
を
破
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
右
四
種
法
門
の
関
連
性
を
宣
べ
て
み
よ
う
。

俗
諦
常
住
、
先
づ
法
界
の
全
体
に
お
い
て
真
俗
二
諦
と
分
つ
に
、
真
諦
（雄
勝
妙
林
）
は
本
よ
り
不
生
不
滅
常
住
な
れ
ど
も
、
俗
諦
（嗽
孵

識
測
）
は
如
何
ん
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
法
華
円
教
の
意
は
経
に

「
是
法
住
法
位
世
間
相
常
住
」
と
あ
る
が
如
く
、　
俗
諦
も
真
諦
と
同

じ
く
不
生
不
滅
な
り
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
真
諦
の
三
千
三
諦
の
真
如
実
相
が
全
体
そ
の
ま
ま
顕
現
し
た
も
の
が
現
象
界
の

諸
法
の
三
千
で
あ
る
。
こ
の
故
に

「真
如
是
万
法
、
万
法
是
真
如
」

（荊
漢
）
、
即
ち
実
相
即
諸
法
、
諸
法
即
実
相
で
あ
っ
て
、
真
如
が

不
生
不
滅
で
あ
る
な
ら
ば
俗
諦
も
ま
た
不
生
不
滅
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

之
を
別
教
の
立
場
よ
り
論
ず
る
な
ら
ば
、
真
諦
法
性
の
妙
理
は
不
生
不
滅
で
あ
る
が
、
俗
諦
の
諸
法
は
有
為
無
常
に
し
て
人
に
生
死
が

あ
り
物
に
凋
変
が
あ
る
、
故
に
俗
諦
は
生
滅
で
あ
っ
て
、
真
諦
の
み
不
生
不
滅
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
く
凡
夫
の
情
見
で

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

あ
っ
て
円
教
の
意
で
は
な
い
、
円
教
の
意
は
起
滅
流
動
す
る
世
間
相
の
当
処
、
そ
の
ま
ま
真
実
不
改
な
る
が
故
に
俗
諦
は
不
生
不
滅
に
し

て
常
住
で
あ
る
。
こ
れ
が
所
謂

「
俗
諦
常
住
」
の
義
で
あ
る
。

無
性
有
情
、
こ
の
常
住
な
る
俗
諦
に
依
正
二
報
即
ち
有
情

・
非
情
の
別
が
あ
る
。
俗
諦
既
に
三
千
三
諦
に
し
て
真
諦
と
一
体
不
二
、
不

生
不
滅
で
あ
る
か
ら
、
有
情
も
非
情
も
な
ん
ら
の
隔
て
な
く
倶
に
三
千
三
諦
を
具
し
て
常
住
で
あ
る
。
こ
の
有
情
の
中
に
有
性

・
無
性
の

別
を
立
て
無
性
有
情
は
不
成
仏
な
り
と
論
ず
る
の
が
法
相
宗
の
五
性
各
別
説
で
あ
る
っ

こ
れ
に
対
し
天
台
円
宗
の
意
は
、
有
情
た
る
十
界
の
聖
衆
は
平
等
に
し
て
悉
く
三
千
三
諦
の
仏
性
を
具
す
る
故
に
、
こ
の
仏
性
開
発
に

よ
っ
て
一
切
衆
生
皆
悉
く
成
仏
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
を
法
華
経
に
は

「
欲
令
衆
生
開
示
悟
入
仏
之
知
見
」
等
と
説
き
、
天
台
宗
で
は
十

界
皆
成
の
法
門
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
た
と
え

一
聞
提
極
悪
の
衆
生
と
い
へ
ど
も
、
他
の
二
五
七
九
の
衆
生
と
同
じ
く
仏
性
を
本

具
し
て
終
に
成
仏
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

「
無
性
有
情
」
成
仏
義
で
あ
る
。

草
木
成
仏
、
上
の
無
性
有
情
成
仏
の
義
は
有
情
に
つ
い
て
の
法
門
で
あ
る
が
、
之
を
非
情
の
上
に
お
い
て
論
ず
る
な
ら
ば
、
非
情
の
山

河
大
地
の
成
仏
で
あ
り
、
ま
た
草
木
成
仏
の
法
門
で
あ
る
。
華
厳
宗
の
如
き
は
真
如
随
縁
し
て
有
情
の
辺
に
あ
る
を
仏
性
と
名
け
、
無
情

の
辺
に
あ
る
を
法
性
と
い
う
の
で
あ
る
と
説
く
が
、
こ
れ
は
仏
性
と
法
性
と
を
差
別
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
是
れ
円
教
の
意
で
な
く
別
教

を
帯
す
る
証
拠
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
天
台
宗
で
は
法
華
経
は

「諸
法
実
相
」
と
明
し
、
涅
槃
経
は

「
仏
性
体
遍
」
の
義
を
説
き
、

天
台
大
師
は
止
観
に

「
一
色
一
香
無
非
中
道
」
と
釈
し
て
い
る
。
こ
の
故
に
仏
性
は
有
情

・
非
情
を
隔
て
ず
両
者
に
具
足
し
て
い
る
。
既

は
非
情
の
国
土
・
草
木
に
も
仏
性
を
具
す
る
が
故
に
必
ず
成
仏
す
べ
き
で
あ
る
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
天
台
宗
で
は
有
情
に

つ
い
て
無
性
有
情
の
成
仏
を
説
き
、
非
情
に
つ
い
て
草
木
成
仏
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。

泥
木
図
像
、
上
の
草
木
成
仏
の
義
よ
り
考
う
れ
ば
泥
本
紙
墨
を
以
て
作
れ
る
仏
像
は
単
な
る
偶
像
で
は
な
く
真
仏
で
あ
る
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
天
台
宗
の
意
で
は
諸
法
は
本
真
如
で
あ
っ
て
一
切
法
皆
仏
法
で
あ
る
ｃ
こ
の
故
に
山
河

・
土
地

・
草
木
等
よ
り
物
飛
・
嬬
動
の
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微
塵
に
至
る
ま
で
悉
ぐ
法
身
の
体
を
本
具
せ
る
変
化
の
応
仏

で
あ

る
。　
三
身
既
に
即

一
の
故
に
一
切
万
法
悉
く
本
有
の
三
身
如
来
で
あ

る
。
さ
れ
ば
泥
土

・
草
木
等
も
悉
く
変
化
の
応
仏
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
材
料
と
し
て
造
れ
る
木
画
二
像
は
何
れ
も
真
仏
に
あ
ら
ず
と

い
う
も
の
は
な
い
。
働
て
泥
木
図
像
に
対
し
我
等
は
真
仏
の
想
ひ
を
な
し
て
こ
れ
を
拝
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
霊
験
が
あ
っ
て
無
量
の
福
を

得
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
天
台
宗
の
立
義
で
あ
る
。

以
上
四
種
法
門
の
関
連
を
図
解
す
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

法
界
―
一日
時
一
‐
俗。諦
常。住。―
一日
［
申
一痛
時
一日
摯
枠
け
中
同
泥。仏木。図。像。―
本
尊

（非
情
仏
性
）

上
来
述
べ
た
と
こ
ろ
は
外
宜
天
台
の
意
に
よ
っ
て
理
具

一
念
三
千
を
根
本
と
し
て
記
し
た
も
の
で
未
だ
内
鑑
天
台
の
意
で
は
な
い
。
天
台

内
鑑
当
宗
の
意
は
事
具

一
念
三
千
依
正
互
融
の
義
を
基
盤
と
し
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
是
れ
後
に
至
っ
て
明
ら
か
と
な
る
か
ら

今
は
こ
れ
を
略
す
る
。

三
、
草
本
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
の
本
尊
抄

の
文

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
を
説
け
る
本
尊
抄
の
文
は
、
本
抄
通
じ
て
全
二
十
問
答
あ
る
中
、
第
九
・
十

・
十
一
の
三
間
答
の
文
と

第
十
九
間
答
中
の
答
釈
の
文
と
で
あ
る
。
初
の
第
九
乃
至
第
十

一
の
三
間
答
の
文
は
、
当
家
の
事
具

一
念
三
千
を
顕
さ
ん
が
た
め
の
前
提

た
る
台
家
所
談
の
理
具

一
念
三
千
の
理
に
よ
る
草
木
成
仏

・
木
画
本
尊
意
神
を
明
せ
る
文
で
あ
り
、
次
の
第
十
九
間
答
の
答
釈
の
文
は
当

家
所
談
の
本
門
事
具

一
念
三
千
の
仏
種
に
よ
る
草
木
成
仏

・
木
画
本
尊
の
意
神
を
説
け
る
文
で
あ
る
。

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

先
づ
初
に
台
家
の
述
門
理
具

一
念
三
千
の
理
に
よ
る
草
木
成
仏
等
の
文
を
挙
げ
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る

第
九
間
答

問
云
、
百
界
千
如
与
三

念
三
千
一差
別
如
何
。

答
日
、
百
界
千
始
限
二有
情
界
一、　
一
念
三
千
亘
二情

・
非
情
一。

第
十
間
答

不
審
シ
一テル

非
Ｌ
旦
】́
ギ
如
曇

、
草
木
蔦́

心
Ｌ
在
ぼ
一■

こ

茂

Ｌ

如
％

答
日
、
此
事
難
信
難
解
也
。
天
台
難
信
難
解
有
Ｌ
一。　
一
杯
旺
難
信
難
解
、
二
節
Ｌ
難
信
難
解
。

其
教
門
難
信
難
解
者
於
ｉ

仏
所
説
一雨
前
諸
経
二
乗

・
間
提
未
来
永
不
二成
仏
一。
教
主
釈
尊
始
成
二
正
覚
一。
来
二至
法
華
経
述
本
二
門
一

壊
二彼
二
説
一。

一
仏
一喜
口水
火
也
。
誰
人
信
レ之
。
此
教
門
難
信
難
解
也
。

観
門
難
信
難
解
百
界
千
如

・
一
念
三
菱
ギ
情
之
上
色
心
二
法
十
如
是
是
也
。

雖
レ雨

於
二
木
画
二
像
一者
外
典

ｏ
内
典
共
許
″ど
だ
一
本
尊
一。
於
二其
義
一出
レ自
二天
台

一
家
一。
草
木
之
上
不
レ置
二
色
心

・
因
果
一木
画

像

奉
ヲ

レ
′レ

７

悔

象

だ

尊

二
一
無

益

也

。

第
十

一
問
答

疑
云
、
草
本
国
土
之
上
十
如
是
因
果
二
法
出
二何
文
一乎
。

答
日
、
止
観
第
五
云
、
国
土
世
間
亦
具
二十
種
法
一。
所
以
悪
国
土
相
性
体
力
等
一ギ
。
釈
銭
第
六
云
相
唯
在
レ色
、
性
唯
在
レ心
、
体
力
作

縁
デ
九

一色
に
一、
因
私
唯
心
、
亀
唯
乃

ａ
ｔ
く

金
鉾
証
一一、

Ｌ
髯

一
草

一
本

一
礫

一
塵
各
二一
仏
性
各

一
因
果
ァプ
亀
彦

■

等
≪

以
上
本
尊
抄
三
間
答
の
文
を
釈
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
意
で
あ
る
。
情

・
非
情
依
正
万
法
の
仏
性
は

一
念
三
千
と
い
う
真
如
で
あ
る
。
玄
義

・
文
句
二
部
の
教
相
書
に
は
百
界
千
如
の
義
を
説
く
が
未
だ

一
念
三
千
の
法
性
を
説
か
な
い
。
こ
の
百
界
千
如
で
は
未
だ
真
の
法
界
の
真
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如
と
か
実
相
と
か
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
従
っ
て
未
だ
情

・
非
情
の
真
の
仏
性
と
名
く
べ
き
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
百
界
千
如
は
有
情

界

（正
報
）
の
み
に
限
る
実
相
で
あ
り
仏
性
で
あ
っ
て
未
だ
非
情
界
に
は
亘
ら
な
い
。
実
相
と
か
仏
性
と
か
い
う
も
の
は
情

。
非
情
、

依

正
万
法
に
遍
在
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
異
り
観
心
書
た
る
止
観
に
明
す

一
念
三
千
の
法
体
は
情

・
非
情
に
亘
る
真
如

で
あ
り
仏
性
で
あ
る
。
こ
の
故
に
非
情
た
る
草
木

ｏ
土
石
等
に
も

一
念
三
千
の
仏
性
を
具
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
非
情
な
る
草
木

・
土
石
等
に
三
千
法
性
を
具
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
陰

・
生

・
土
三
世
間
依
正
三
報
に
亘
っ
て
具
備
す
る
十

界

・
十
如
で
あ
る
。
十
界
の
依
正
三
報
即
ち
情

・
非
情
に
十
如
是
を
具
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
情
た
る
草
木

・
国
土
に
も
色
心
の
二
法

・
因
果
の
功
徳
を
具
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
其
の
証
文
は
摩
訂
止
観

・
釈
鍛

・
金
鉾
論
の
文
で
あ
る
。
摩
訂
止
観
の

「
国
土
世
間
亦
具

十
種
法
」
等
の
文
は
非
情
の
国
土
世
間
に
も
十
如
是
を
具
す
る
こ
と
を
証
し
、
釈
銀
の

「相
唯
在
色
」
等
の
文
は
十
如
是
は
要
す
る
と
こ

ろ
色
心
の
二
法
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
、
十
如
是
が
色
心
の
二
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
有
情
の
衆
生
の
み
な
ら
ず
、
非
情
た
る
草

木

・
国
土
に
も
色
心
の
二
法
を
具
し
て
い
る
こ
と
、
即
ち
非
情
と
い
へ
ど
も
色
法
の
み
を
具
す
る
の
で
な
く
て
、
心
法
を
も
備

へ
て
い
る

こ
と
で
あ
っ
て
、
草
木
に
も
心
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
草
木
に
も
心
を
具
し
て
い
る
か
ら
、
当
然
有
情
と
同
じ
く
仏
性
を
具
足
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
非
情
有
仏
性
の
旨
を
綾
々
説
い
た
も
の
が
金
鉾
論
で
あ
る
。
故
に
金
鉾
論
の

「
乃
是

一
草

一
本
」
等
の
文
は

非
情
た
る
草
木

・
土
石
等
も
因
果
不
二
の
正
了
縁
の
三
因
仏
性
を
具
す
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

（註
）仏性

―
一［
一
¨
］
丁 ‐
．［
］
］
‐ ‐
中
］
日
一‐
因
果
一体

此
の
如
く
非
情
の
草
木

・
国
土
に
も
三
千
を
具
す
る
、
三
千
を
具
す
と
い
う
こ
と
は
既
に
十
如
是
を
具
す
る
こ
と
、
十
如
是
を
具
す
る

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

こ
と
は
草
木

・
国
土
に
も
色
心

・
因
果
を
具
す
る
こ
と
で
あ
る
。
色
心
を
具
す
る
こ
と
は
草
木
も
有
情
の
如
ぐ
心
を
有
す
る
こ
と
、
心
を

有
す
る
が
故
に
そ
の
心
に
三
千
仏
性
を
具
し
て
有
情
の
如
く
仏
性
を
開
発
し
て
終
に
成
仏
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
法
華
経
に
お
け
る
述

門
の
二
箇
の
大
事
な
る
二
乗
作
仏

（記
小
）
・
久
遠
実
成

（久
成
）
の
法
門
で
、
こ
れ
を
本
抄
に
は
教
門
の
難
信
難
解
と
い
う
の
で
あ
る
。

法
華
経
の

「欲
令
衆
生
開
仏
知
見
」
と
あ
る
の
は
記
小

・
久
成
の
十
界
有
情
の
成
仏
の
み
を
顕
す
よ
う
で
あ
る
が
、
非
情
の
上
で
い
へ
ば

草
木
成
仏
で
あ
る
。
こ
の
有
情

・
非
情
の
成
仏
の
原
理
た
る

一
念
三
千
の
法
門
が
い
わ
ゆ
る
観
門
の
難
信
難
解
で
あ
る
。

要
言
す
れ
ば
非
情
の
草
木

ｏ
土
石
も
本
来
有
情
の
如
く
三
千
を
具
す
る
、
こ
の
理
性
本
具
の
三
千
を
仏
性
（醐
部
の
）
と
名
け
る
の
で
あ

る
。
草
木
既
に
三
千
の
仏
性
を
具
す
る
が
故
に
、
有
情
と
同
じ
く
必
ず
成
仏
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
故
に
本
具
の
三
千
仏
性
が
草
本
紙
墨

を
以
て
造
れ
る
木
画
二
像
本
尊
の
意
神
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
の
は
、
草
木

・
土
石
等
既
に
本
来
三
千
仏
性
を
具
す
る
が
故
に
成
仏
す
べ
し
と
い
へ
ど
も
草
木

・
土
石
が
有
情

と
同
様
に
発
心

ｏ
修
行
し
て
成
仏
す
る
の
か
、
即
ち
果
し
て
草
木

・
泥
土
に
聞
法

・
発
心

・
修
行

・
覚
道
の
能
力
を
具
有
し
て
い
る
の
か

否
か
の
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
本
抄
第
十
八
問
以
後
に
、
天
台
家
の
理
具

一
念
三
千
論
よ
り
更
に
進
ん
で
当
家
事
具

一
念
三

千
の
義
域
に
入
っ
て
始
め
て
解
決
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
そ
の
当
家
の
事
具
三
千
論
に
よ
る
情

・
非
情
の
成
仏

・
木
画
本
尊
の
意
神
の
文
を
挙
げ
れ
ば
左
の
通
で
あ
る
。

第
十
九
間
答
中
の
答
釈

無
量
義
経
云
讐

如
三国
王
夫
人
新
生
二王
子
一。

等
式

是
持
経
者
亦
復
如
レ是
。
諸
仏
国
王
是
経
夫
人
和
合

普
賢
経
云
、
此
大
乗
経
典
諸
仏
宝
蔵
、
十
万
三
世
諸
仏
眼
目
。

ξ
。
又
云
此
方
等
経
是
諸
仏
眼
、
諸
仏
因
レ是
得
レ具
　
五
眼
。
乃
至
出
二
生
三
世
諸
如
来
一種
。
乃
至
汝
等
行
二大
乗
一不
レ断
二仏
種
一等

仏
三
種
身
従
二方
等
一生
。
是
大
法
印
　
印
二涅
槃
海
一。
…
…
等
一ギ
。
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と
無
量
義
経
と
普
賢
経
の
開
結
二
経
の
文
を
引
用
し
て
後
に
、
第
十
九
答
の
結
論
と
し
て

雖
レ然
所
レ詮

非
二

念
三
千
仏
種
一者
有
情
成
仏

・
木
画
二
像
之
本
尊
有
名
無
実
也
。

と
い
は
れ
て
い
る
。

今
引
用
の
無
量
義
経
の
文
は
本
門
事
具

一
念
三
千
の
法
体
の
構
成
を
表
せ
る
も
の
で
、
事
具
三
千
は
境
智
冥
合

・
十
界
互
具
に
よ
っ
て

始
め
て
成
立
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
顕
し
た
も
の
で
あ
り
、
普
賢
経
の
文
は
こ
の
事
具

一
念
三
千
の
法
体
は
仏
果
を
成
就
し
仏
眼
を
備
ふ

に
至
る
真
の
仏
種
な
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
事
具
三
千
を
委
説
す
る
こ
と
を
避
け
て
、
無
量
義
経
の
文
意
に
よ
っ
て
そ
の
法

体
の
成
立
を
左
に
示
せ
ば
こ
う
で
あ
る
。

一日
時
‐ ‐
榊
呻
¨
昨
新
一』
動
一
日
一‐
冥
合
―

一本
鉱
勤
千
‐
難
期
班
秘
の
‐
成
仏
の
種
子

（
王
子
）

こ
こ
に
い
う
境
と
は
法
界
万
有
に
本
来
遍
在
せ
る
客
観
的
法
理
た
る
理
具
三
千
で
あ
り
、
智
と
は
こ
の
境
に
相
応
せ
る
久
成
本
仏
の
金

剛
智
で
あ
っ
て
、
法
界
の
理
境
た
る
三
千
が
本
仏
の
智
慧
に
よ
っ
て
証
得
さ
れ
る
と
き
、
本
仏
内
証
の
三
千
と
な
り
、
こ
の
三
千
が
更
に

本
仏
の
慈
悲
に
よ
っ
て
法
界
の
依
正
万
法
と
し
て
具
現
し
荘
厳
さ
れ
て
始
め
て
事
具

一
念
三
千
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
法
界
の
万
法

一
と
し
て
こ
の
事
具
三
千
を
備
へ
ざ
る
も
の
な
き
故
に
、
情

・
非
情
を
間
は
ず
何
れ
も
本
仏
の
分
身
即
ち
仏
子
で
あ
る
。
こ
こ
を
経
文
に

は

「
今
此
三
界
皆
是
我
有
、
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
」
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
事
具

一
念
三
千
は
情

・
非
情
に
亘
っ
て
将
に
仏
果

を
成
就
し
仏
眼
を
円
備
す
べ
き
仏
種
で
あ
る
と
証
す
る
の
が
普
賢
経
の
文
で
あ
る
。
従
っ
て
本
門
の
事
具

一
念
三
千
の
法
体
が
真
の
草
木

成
仏
の
種
子
で
あ
り
、
滅
後
の
本
画
本
尊
開
眼
の
意
神
と
な
る
の
で
あ
る
。

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

四
、
木
絵

二
像
開
眼
の
意
義

一
般
に
開
眼
と
は
木
絵
の
仏
像
に
意
神
を
入
れ
、
そ
の
意
神
の
眼
を
開
か
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
事
理
の
二
が
あ
る
。
即
ち
事

の
開
眼
と
理
の
開
眼
で
あ
る
。

事
の
開
眼
と
は
仏
師
が
仏
像
を
刻
み
、
或
は
画
家
が
仏
像
を
査
い
て
最
後
に
眼
を
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
理
の
開
眼
と
は
僧
が
経
巻
を

読
ん
で
木
絵
二
像
を
し
て
仏
眼
を
開
か
し
め
仏
意
を
成
就
す
る
こ
と
で
あ
る
。
法
華
経
の
結
経
た
る
観
普
賢
経
に
云
く
、

「此
ノ
大
乗
経

典
ハ
諸
仏
ノ
宝
蔵
ナ
リ
、
十
万
三
世
諸
仏
ノ
眼
ロ
ナ
リ
、
三
世
ノ
諸
ノ
如
来
ヲ
出
生
ス
ル
種
ナ
リ
」
と
い
い
、
ま
た

「
此
ノ
方
等
経
ハ
諸

仏
ノ
眼
ナ
リ
”
諸
仏
ハ
是

二
因
テ
五
眼
ヲ
具
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
マ
ヘ
リ
。
仏
ノ
三
身
ノ
身
ハ
方
等
ヨ
リ
生
ズ
。
是
レ
大
法
印
ニ
シ
テ
涅
槃

海
ヲ
印
ス
。
此
ノ
如
キ
海
中
ヨ
リ
能
ク
三
種
ノ
仏
ノ
清
浄
ノ
身
ヲ
生
ズ
。
此
ノ
三
種
ノ
身
ハ
人
天
ノ
福
田
、
応
供
ノ
中
ノ
最
ナ
リ
」
と
。

こ
れ
木
絵
二
像
の
開
眼
は
法
華
経
に
拠
る
べ
き
こ
と
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

今
木
絵
二
像
の
開
眼
を
当
家
の
立
場
よ
り
解
す
れ
ば
左
記
の
如
き
段
階
が
あ
る
。

先
づ
仏
師
又
は
画
家
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
画
か
れ
た
仏
像
本
尊
は
、
他
の
力
を
侯
っ
て
始
め
て
意
神
が
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
木
像

・
画
像
そ
れ
自
体
が
本
来
本
有
と
し
て
仏
体
で
あ
り
仏
眼
を
本
具
し
て
い
る
こ
と
を
了
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
法
華
経

の
立
場
よ
り
見
れ
ば

一
念
三
千
依
正
互
融
の
故
に
木
絵
二
像
の
材
質
た
る
草
木
泥
土
既
に
仏
体
た
る
故
で
あ
る
。

こ
の
故
に
次
に
法
華
経

（計
朔
Ю
鍬
一正
綱
業
秘
味
邸
林
証
悩
鮨
崚
）
を
読
誦
し
て
本
具
の
仏
眼
を
開
発
せ
し
め
、
本
来
仏
体
た
る
こ
と
を
自

覚
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

先
づ
初
め
の
木
絵
二
像
自
体
が
本
有
の
仏
体
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
理
具

（理
性
）
と
事
具

（事
成
）
と
の
不
同
が
あ
り
、
従

っ
て
次

お
読
経
の
開
眼
供
養
に
お
い
て
も
述
本
理
事
の
相
違
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
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一
、
理
具
に
約
す
る
開
眼
の
意
を
い
は
ば
、
こ
れ
天
台
家
所
談
の
述
門
理
具
三
千
に
よ
る
も
の
で
、
木
絵
二
像
の
素
材
た
る
草
木
泥
土
そ

れ
自
体
が
本
来
理
性
に
三
千
三
諦
の
仏
性
を
具
す
る
が
故
に
、
本
来
真
仏
で
あ
っ
て
単
な
る
色
相
の
偶
像
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
を
開

眼
し
な
け
れ
ば
本
尊
と
な
り
得
な
い
。
こ
の
故
に
法
華
経
を
読
誦
し
て
本
有
性
徳
の
仏
眼
を
開
発
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
の
法
華
経
は
い
う
ま
で
も
な
く
諸
法
実
相
理
具

一
念
三
千
を
所
詮
と
す
る
述
門
法
華
経
（際
群
耐
と一
瑯
椰
述
）
で
あ
る
。

二
、
事
具
に
約
す
る
意
は
こ
れ
当
家
所
立
の
本
門
事
具
三
千
に
よ
る
も
の
で
、
木
絵
二
像
の
当
相
に
事
具
三
千
の
法
を
具
足
す
る
故
に
木

絵
の
仏
像
そ
の
ま
ま
仏
体
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
久
遠
成
道
の
本
仏
釈
尊
の
色
心
で
あ
り
、
分
身
の
舎
利
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
提
婆
品
に

説
い
て

「
三
千
大
千
世
界
ヲ
観
ル
ニ
、
乃
至
芥
子
ノ
如
キ
許
リ
モ
是
レ
菩
薩
ニ
シ
テ
、
身
命
ヲ
捨
テ
タ
マ
フ
処
二
非
ル
コ
ト
有
ル
コ
ト
ナ

シ
衆
生
ノ
為
ノ
故
ナ
リ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
凡
夫
の
迷
見
に
て
は
草
木
を
材
料
と
し
刻
彫
範
金
を
以
て
作
成
せ
る
単
な
る
偶

像
と
疑
は
れ
る
木
絵
二
像
も
、
本
有
の
三
因

・
四
徳
た
る
性
徳
の
本
仏
如
来
で
あ
る
。
こ
の
性
徳
本
有
の
仏
体
を
自
覚
し
仏
眼
を
開
か
し

め
ん
と
す
る
に
は
、
当
然
本
因
本
果
事
具

一
念
三
千
の
仏
種

・
仏
眼
を
所
詮
と
す
る
本
門
法
華
経
（際
群
婦
て一
酬
略
メ
林
）を
以
て
読
誦
供
養

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
と
き
始
め
て
本
有
の
仏
眼
を
開
発
し
本
具
の
四
徳
を
自
覚
し
て
真
仏
と
な
る
の
で
あ
る
。

三
、
以
上
の
開
眼
供
養
は
理
具
三
千
に
よ
る
性
徳
の
仏
性
開
発
か
、
或
は
事
具
三
千
に
よ
る
本
具
の
仏
種
開
発
か
の
相
違
は
あ
っ
て
も
、

草
木
泥
土
の
本
尊
そ
れ
自
体
か
ら
す
れ
ば
未
だ
修
徳
の
間
法

・
発
心

・
修
行

・
覚
道
の
成
仏
、
即
ち
真
の
開
眼
供
養
と
は
な
ら
な
い
。
草

木
泥
土
が
実
際
に
発
心
修
行
し
て
木
絵
二
像
本
尊
と
し
て
一
切
衆
生
の
前
に
仏
眼
を
開
き
仏
徳
を
示
さ
な
け
れ
ば
本
尊
と
し
て
の
価
値
は

な
い
。

「仏
種
ハ
縁

二
従
テ
起
ル
是
ノ
故

二
一
乗
ヲ
説
キ
タ
マ
フ
」
で
、
性
徳
本
有
の
三
身

・
四
徳
を
開
発
し
こ
れ
を
増
長
し
修
顕
せ
し

め
ん
が
為
に
、
本
地
最
勝
の
教
縁
た
る
総
名
の
妙
法
蓮
華
経
を
読
誦
唱
題
し
て
、
そ
の
木
絵
本
尊
に
聞
法
下
種
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
か
く
す
る
と
き
草
木
泥
土
の
本
尊
は
発
心
修
行
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
真
の
草
木
成
仏
で
あ
り
、
真
の
刻
木
図
像
に
対
す
る
開
眼

供
養
で
あ
っ
て
、
こ
れ
宗
祖
大
士
の
本
懐
、
当
宗
肝
要
の
奥
義
で
あ
る
。

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

以
上
の
義
を
図
示
す
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

木絵本尊の開限―一［一一̈一̈一一［一̈中中一一一一中一［］瘍嘲』仏

本

論

天
台
家
の
説

一
、
剤
渓
湛
然
の
非
情
仏
性
論

の
要
領

支
那
天
台
宗
の
中
興
、
第
六
祖
荊
漢
湛
然
（
七
七一
肝
到
）
の
非
情
仏
性
の
義
は
、
輔
行

一
の
十
義

・
金
鉾
論
に
専
ら
之
を
説
き
、
な
お
止

観
義
例

・
涅
槃
再
治
硫
等
に
も
之
を
明
し
て
い
る
。
そ
の
立
論
の
趣
旨
は
大
体
釈
鍛
六
所
載
の
十
不
二
門
の
義
に
よ
っ
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
。
今
輔
行

一
の
十
義
と
金
鉾
論
と
に
よ
っ
て
彼
の
非
情
仏
性
・
草
木
成
仏
の
義
を
示
そ
う
。

輔
濯
伺
一
（
・」ム型
「
ヒ
一″
六
）
に
一バ
く

此
ノ
色
香
等
ヲ
世
人
咸
ク
謂
テ
以
テ
無
情
卜
為
ス
、
然
モ
亦
共
二
色
香
中
道
ヲ
許
シ
テ
無
情
仏
性
ニ
ハ
惑
耳
驚
心
ス
。
今
且
ク
十
義
ヲ

以
テ
之
ヲ
評
シ
理
二
於
テ
惑
ハ
ザ
ラ
シ
ム
。
余
ハ
則
チ
例
シ
テ
知
レ
。

一
二
ハ
身
二
約
ス
。
仏
性
卜
言
フ
ハ
応
二
三
身
ヲ
具
ス
ベ
シ
、
独
り
応
身
ノ
性
ア
リ
ト
云
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
若
シ
三
身
ヲ
具
ヤ
バ
法
身
遍

キ
ヲ
許
ス
。
何
ゾ
無
情
ヲ
隔
テ
ン
。

ニ
ニ
ハ
体
二
従
フ
。
三
身
相
即
シ
テ
暫
ク
モ
離
ル
ル
時
ナ
シ
。
既
二
法
身
、
既
二
一
切
処
二
遍
ス
ト
許
サ
バ
、
報
応
未
ダ
嘗
テ
法
身
ヲ
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離
レ
ズ
、
況
ヤ
法
身
ノ
処
二
二
身
常
二
在
ル
ヲ
ヤ
。
故
二
知
ン
ヌ
三
身
、
諸
法
二
遍
ス
ル
コ
ト
ヲ
、
何
ゾ
独
り
法
身
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
。

法
身
若
シ
遍
セ
バ
尚
ホ
三
身
ヲ
具
ス
、
何
ゾ
独
り
法
身
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
。

三
二
ハ
事
理
二
約
ス
。
事
二
従
ヘ
バ
則
チ
情
卜
無
情
ト
ヲ
分
ツ
モ
、
理
二
従

ヘ
バ
則
チ
情

。
非
情
ノ
別
ナ
シ
。
是
ノ
故
二
情
二
具
ス
レ

バ
無
情
モ
亦
然
ナ
リ
。
（以
下
略
）

と
。
湛
然
に
お
い
て
は
法
華
経
の
実
相
、
華
厳
経
の
法
界
と
い
う
の
も
、
涅
槃
経
の
仏
性
と
い
う
の
も
、
ま
た
中
論
の
中
道
と
い
う
の
も

皆
同
体
の
異
名
で
あ
っ
て
、
た
だ
名
の
詮
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
各
々
そ
の
義
を
異
に
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
法
界
と
い
い
実
相
と
い

う
の
は
こ
れ
共
に
直
接
に
絶
対
の
理
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
道
と
は
わ
れ
わ
れ
の
偏
情
に
対
し
て
非
有
非
空

・
空
有
双
照
の
絶
対
平

等
の
理
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
仏
性
と
い
う
の
は
衆
生
に
本
具
す
る
理
で
あ
っ
て
、
こ
れ
わ
れ
わ
れ
の
迷
情
に
対
し
て
迷
悟

・
因
果
の

差
別
な
き
平
等
の
義
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
平
等
普
遍
の
理
に
迷
ふ
と
き
迷
悟

ｏ
因
果

・
彼
此
の
差
別
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
こ

の
平
等
普
遍
の
理
を
天
台
大
師
は

「
一
色

一
香
無
非
中
道
」
と
い
は
れ
た
の
で
あ
る
。
今
輔
行
の
十
義
も
こ
の
こ
と
を
説
か
れ
た
も
の
に

外
な
ら
な
い
。

そ
の
第

一
義
は
三
身
の
仏
性
を
有
情

・
非
情
に
亘
っ
て
遍
く
具
す
る
こ
と
を
説
き
、
第
二
義
は
三
身
は
各
別
で
な
く
三
身
相
即

一
体
で

あ
る
こ
と
を
説
き
、
第
二
の
事
理
に
約
す
る
と
き
は
、
現
象
界
に
従
う
と
き
は
情

・
非
情
を
分
つ
け
れ
ど
も
、
実
在
界
に
お
い
て
は
情

・

非
情
の
別
は
な
い
。
こ
の
故
に
有
情
に
三
身

一
体
の
仏
性
を
具
す
る
な
ら
ば
、
当
然
非
情
に
も
そ
の
仏
性
を
具
足
し
て
い
る
こ
と
を
示
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
義
以
下
も
大
体
こ
の
要
領
で
無
情
仏
性
の
義
を
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
輔
行
に

「世
人
咸
ク
謂
ツ
テ
以

テ
無
情
卜
為
ス
」
と
あ
る

「世
人
」
は

一
体
誰
を
指
す
か
と
い
う
に
、
多
く
の
人
は
華
厳
家
第
四
祖
清
涼
寺
の
澄
観
で
あ
る
と
い
っ
て
い

る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
は
異
議
が
あ
っ
て
必
ず
し
も
澄
観
で
な
く
、
総
じ
て
華
厳
宗

・
法
相
宗
の
人
師
を
指
し
て
い
る
と
思
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
華
厳
宗
で
は
真
如
が
随
縁
し
て
有
情
の
辺
に
あ
る
の
が
仏
性
で
あ
り
、
無
情
の
辺
に
あ
る
の
が
法
性
で
あ
っ
て
、
仏
性
に
は
覚

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

知
の
能
力
が
あ
る
が
、
法
性
は
不
覚
で
あ
っ
て
覚
知
の
能
力
が
な
い
と
い
う
し
、
法
相
宗
で
は
有
情
は
理
仏
性
の
上
に
更
に
行
仏
性
を
備

へ
て
い
る
が
、
無
情
は
理
仏
性
の
み
を
具
し
て
行
仏
性
な
し
と
主
張
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
師
に
対
し
て
仏
性
は
普
遍
で
あ
っ

て
、
情

・
非
情
、
依
正
三
報
を
択
ば
ず
し
て
具
足
す
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。
こ
れ
輔
行

一
に
お
け
る
無
情
有
性
の
義
で
あ

Ｚつ
。次

に
金
鉾
論
で
あ
る
が
、
具
さ
に
金
剛
鉾
論
と
い
う
。
金
剛
鉾
、
即
ち
金
鉾
と
は
涅
槃
経
如
来
性
品
に
出
づ
る
讐
喩
で
、
良
医
が
盲
人

の
眼
膜
を
手
術
す
る
に
用
う
る
鋭
利
な
メ
ス
の
こ
と
で
、
非
情
仏
性
の
旨
を
知
見
す
る
こ
と
得
ざ
る
盲
者
の
迷
見
を
開
扶
し
て
非
情
仏
性

の
義
を
知
見
せ
し
め
る
明
者
の
断
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
該
論
は

一
巻
に
し
て
始
終
通
じ
て
野
客
と
主
人
と
の
問
答
に
寄
せ
て
無
情
有

性
の
義
を
論
成
し
た
も
の
で
、
そ
の
所
破
の
対
象
に
つ
い
て
近
年
種
々
の
説
が
あ
る
が
、
今
は
従
来
の
説
に
従
っ
て
正
し
く
清
涼
澄
観
、

傍
ち
に
賢
首
法
蔵
を
破
す
と
し
て
、
華
厳
宗
の
思
想
を
破
す
る
を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
相
違
は
な
い
。
華
厳
宗
の
思
想
を
澄

観
に
見
る
な
ら
ば
、
彼
は

一
般
に
第

一
義
空
を
仏
性
と
為
す
と
い
う
の
は
た
だ
こ
れ
正
因
仏
性
の
義
で
あ
っ
て
智
慧
性
な
き
法
性
の
こ
と

で
あ
り
、
第

一
義
空
を
智
慧
性
と
為
す
と
き
始
め
て
仏
性
と
名
け
ら
れ
る
。
相
に
お
い
て
有
情
と
非
情
と
の
別
は
あ
っ
て
も
、
性
に
従
う

と
き
は
情

・
非
情
共
に
仏
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
仏
性
と
は
遍

一
切
処
の
意
味
の
第

一
義
空
の
理
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
有
情

は
正
因
の
上
に
更
に
了
因
の
智
慧
性
を
有
す
る
故
に
有
仏
性
と
な
し
、
無
情
は
正
因
仏
性
の
み
に
し
て
智
書
性
な
き
故
に
無
仏
性
と
な
す

の
で
あ
る
（大
疏
抄
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
華
厳
思
想
に
対
す
る
荊
漢
の
破
析
を
全
鉾
論
に
見
る
な
ら
ば
こ
う
で
あ
る
。

序
分
に

「阿
鼻
ノ
依
正
ハ
全
ク
極
聖
ノ
自
心
二
処
シ
、
毘
慮
ノ
身
土
ハ
凡
下
ノ

る
要
文
た
る
十
界
互
具

・
依
正
互
融
の
一
念
三
千
の
義
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
該
論

仏
性
卜
云
フ
ハ
無
情
ヲ
謂
フ
ニ
ア
ラ
ズ
、
仁
ナ
ン
ゾ
独
り
無
情
有
性
卜
言
フ
ヤ
。
念
ヲ
遮
ヘ
ズ
」
と
あ
る
が
ヽ
こ
れ
天
台

一
家
に
お
け

部
立
論
の
主
旨
で
あ
る
。
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教

二
大
小

（確
嫉
の
）
ヲ
分
ツ
ヲ
以
テ
其
ノ
言
碩

二
乖
ク
ナ
リ
。
若
シ
無
情
卜
云

ハ
バ
即
チ
応

二
有
性
卜
云
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
若
シ
有
性
小

云

ハ
バ
即
チ
無
情
卜
云
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。

衆
生
正
因
ノ
体
遍
ス
ト
立
ツ
ル
ニ
経
文
モ
亦
虚
空
ヲ
以
テ
之
ヲ
讐
フ
。

涅
槃
経
に
仏
性
ξ
と
あ
る
仏
性
と
は
有
情
の
性
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
無
情
の
性
を
い
う
の
で
は
な
い
と
い
う
が
、
教
に
お
い
て
教
部
権

実
の
不
同
が
ぁ
る
・。
権
教
は
随
情
方
便
の
教
な
れ
ば
無
情
の
語
を
存
し
て
曾
て
有
性
の
義
を
説
か
な
い
か
ら
、
若
し
無
情
と
い
っ
た
な
ら

ば
有
性
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
教
は
随
智
真
実
の
教
な
れ
ば
有
性
な
る
旨
を
主
張
し
て
特
に
無
情
と
い
う
こ
と
を
云

は
な

い
か

ら
、
若
し
有
性
と
い
っ
た
な
ら
ば
無
情
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
正
因
の
理
体
が
万
法
に
遍
す
る
こ
と
を
涅
槃
経
に
は

「衆

生
ノ
仏
性
ハ
猶
ホ
虚
空
ノ
如
シ
、
内
ニ
ア
ラ
ズ
外
ニ
ア
ラ
ズ
、
若
シ
ハ
内
、
若
シ
ハ
外
ナ
ラ
バ
、
云
何
ン
ゾ

一
切
処
有
卜
名
ク
ル
コ
ト
ヲ

得
ン
」
と
明
し
て
い
る
。
仏
性
は
虚
空
の
如
く

一
切
処
に
遍
す
る
も
の
で
、
仏
性
が
有
情
の
み
に
限
る
と
か
無
情
に
亘
ら
な
い
と
い
う
の

な
ら
ば

一
切
処
有
と
名
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
正
因
仏
性
な
る
理
体
が
有
情

・
無
情
を
間
は
ず

一
切
処
に
遍
在
し
て
い
る
な

ら
ば
正
了
縁
の
三
因
は

一
体
の
故
に
縁

・
了
の
二
因
も
有
情

・
無
情
に
本
具
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
無
情
有
仏
性
に
し
て
有
情
の
み
の
成

仏
で
は
な
く
、
無
情
の
草
木

・
瓦
石
等
も
成
仏
す
る
の
で
あ
る
。

若
シ
大
小
ヲ
分
タ
バ
則
チ
随
縁
不
変
ノ
説
ハ
大
教
ヨ
リ
出
ヅ
、
木
石
無
心
ノ
語
ハ
小
宗
ヨ
リ
生
ゼ
リ
。
子
ガ
小
道
二
執
シ
テ
大
連
二
抗

ハ
ン
ト
欲
ス
ル
ハ
、
其
レ
猶
ホ
蟷
螂
ノ
如
キ
カ
、
何
ゾ
井
蛙
二
殊
ナ
ラ
ン
ヤ
。
故
二
子
、
応
二
知
ル
ベ
シ
、
万
法
ハ
是
レ
真
如
、
不
変

二
由
ル
ガ
故
二
、
真
如
ハ
是
レ
万
法
、
随
縁
二
由
ル
ガ
故
二
。
子
、
無
情

二
仏
性
無
シ
ト
信
ゼ
バ
、
豊
二
万
法
二
真
如
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ

ヤ
。
故
二
万
法
ノ
称
、
寧
口
繊
塵
ヲ
隔
テ
ン
ヤ
、
真
如
ノ
体
、
何
ゾ
彼
我
ヲ
専
ラ
ニ
セ
ン
。

教
に
於
て
偏
円

・
権
実
を
分
別
し
て
い
う
な
ら
ば
、
事
の
随
縁

・
理
の
不
変
の
説
は
円
教

・
実
教
よ
り
出
で
て
い
る
の
で
あ
る
、
故
に
有

性
と
い
う
の
で
あ
る
。
木
石
無
心
の
語
は
偏
教

・
権
教
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
、
故
に
無
情
と
い
う
の
で
あ
る
。
汝
は
木
石
無
心
・
非

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

情
無
仏
性
の
権
教
小
道
に
執
し
て
、
瓦
礫
有
仏
性

・
仏
性
体
遍
の
実
教
大
路
に
抵
抗
せ
ん
と
す
る
は
宛
も
蟷
螂
の
如
く
井
蛙
に
同
じ
き
者

で
あ
る
。
大
体
万
法
は
こ
れ
真
如
で
あ
る
、
現
象
界
の
万
法
は
不
変
の
真
如
の
理
体
に
帰

一
す
る
故
に
。
ま
た
真
如

は

こ
れ
万
法
で
あ

る
、
真
如
の
理
体
が
随
縁
し
て
万
法
と
現
は
る
る
故
で
あ
る
。
こ
の
故
に
汝
が
無
情
に
仏
性
な
し
と
信
ず
る
な
ら
ば
、
こ
れ
万
法
に
真
如

を
具
せ
ず
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
は
な
い
か
。
万
法
と
称
う
る
以
上
は
繊
塵
を
隔
て
る
も
の
で
な
く
、
真
如
の
体
は
彼
此
を
別
つ
も
の
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
即
ち
情

・
非
情
の
万
法
を
離
れ
て
真
如
が
独
り
存
す
る
こ
と
の
な
い
の
は
恰
も
波
な
き
水
の
あ
る
こ
と
の
な
い

の
と
同
じ
く
、
真
如
不
変
の
性
を
具
せ
ざ
る
万
法
が
在
る
こ
と
の
な
い
の
は
な
お
水
に
湿
は
ざ
る
波
が
な
い
が
如
く
で
あ
る
。
万
法
が
真

如
不
変
の
性
を
具
す
る
以
上
は
九
界
の
情

・
非
情
と
仏
界
の
情

・
非
情
と
を
隔
て
る
も
の
で
な
く
、
真
如
が
随
縁
し
て
万
法
と
現
は
る
る

以
上
は
如
来
の
清
浄
変
化
と
衆
生
の
濁
悪
生
死
の
差
が
あ
る
の
当
然
で
あ
る
。
生
仏
の
迷
悟

・
清
濁
の
別
が
あ
っ
て
も
そ
の
性
は

一
で
あ

っ
て
異
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

一
草

一
本
、　
一
礫

一
塵
、
各
く
一
仏
性
、
各
ヽ
一
因
果
ア
リ
テ
縁
了
ヲ
具
足
ス

現
象
世
間
に
存
在
す
る
非
情
た
る

一
草

一
木
も
、　
一
礫

一
塵
も
本
来
本
有
と
し
て
各
々
虚
空
の
如
き
真
如
の
同

一
仏
性
を
具
し
、
ま
た
各

々
生
仏

・
迷
悟

・
因
果
不
二
の
同

一
理
体
を
具
し
て
い
る
。
こ
れ
が
正
因
仏
性
で
あ
る
。
こ
の
正
因
の
所
に
了
因

・
縁
因
を
具
足
し
て
い

る
。
こ
れ
正

・
了

・
縁
の
三
因

一
体
不
三
の
故
で
あ
る
。
こ
れ
が
即
ち
法
華
経
に
明
す

「世
間
相
常
住
」
の
法
門
で
あ
る
。

此
の
如
く
金
鉾
論
は
有
情

ｏ
非
情
を
別
た
ず
各
々
同

一
真
如
た
る
仏
性
を
具
し
、
従

っ
て
非
情
の
草
木
瓦
礫
等
咸
く
仏
性
を
備
ふ
る
の

で
あ
る
、
こ
の
故
に
成
仏
は
有
情
た
る
衆
生
の
み
に
限
ら
ず
、
非
情
た
る
草
木

・
金
石
等
に
亘
る
の
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
華
厳
宗

の
如
き
真
如
が
非
情
の
中
に
あ
る
場
合
を
た
だ
法
性
と
名
け
、
有
情
の
中
に
あ
る
場
合
を
方
に
仏
性
と
名
け
る
の
で
あ
る
と
い
う
が
如
き

は
、　
こ
れ
権
教
方
便
の
説
で
あ
っ
て
円
教
真
実
の
説
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
ｃ
即
ち
云
く
、

「
仏
性
ナ
キ
ノ
法
性
ハ
小
宗

（権
教
）

ニ
ア
ル
ベ
シ
、　
法
性
二
即
ス
ル
ノ
仏
性
ヲ
方
二
大
教

（実
教
）
卜
日
フ
ナ
リ
」
と
。　
し
か
し
こ
れ
を
更
に
勘
う
る
と
き
此
の
金
鉾
論
は
古
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来
草
木
成
仏
を
説
け
る
も
の
と
い
う
け
れ
ど
も
真
の
草
木
成
仏
で
は
な
い
。
た
だ
非
情
の
草
木
瓦
石
の
有
仏
性
（撫
齢
）
を
論
ず
る
の
み
で

あ
る
。
こ
の
点
こ
こ
に
お
け
る
草
木
成
仏
は
理
具
の
成
仏
で
あ
っ
て
、
後
世
日
本
に
お
け
る
が
如
き
発
心
修
行
の
修
得
の
草
木
成
仏
論
で

な
い
こ
と
を
断

っ
て
お
く
。

二
、
伝
教
大
師

の
十
界
皆
成
説

日
本
天
台
法
華
宗
の
宗
祖
伝
教
大
師

（
七
絲
一
二‐
）
の
情
非
情
悉
皆
成
仏
論
は
、
法
相
宗
の
碩
学
徳

一
法
師
と
の
論
評
に
お
い
て
充
分
窺

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
大
師
と
徳

一
と
の
天
台

・
法
相
両
宗
教
学
上
の
論
評
は
弘
仁
八
年

（
一
四
七
七
）
大
師

（五
一
才
）
が

「
照
権
実

鏡
」
を
著
し
て
徳

一
の

「
仏
性
抄
」
を
破
斥
し
た
の
に
始
ま
り
、　
同
十
二
年

（
一
四
八
こ

大
師

（五
五
才
）

「
法
華
秀
句
」
を
著
し
て
天

台
法
華
宗
の
立
場
よ
り
徳

一
主
張
の
法
相
教
義
を
総
括
的
に
評
破
し
た
の
に
終
る
五
年
間
で
あ
り
、
大
師
の
撰
述
す
る
と
こ
ろ
実
に
二
十

有
余
巻
で
あ
る
。

煩
を
今
避
け
て
徳

一
と
の
論
難
往
復
の
状
を
掲
示
す
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

通
六
九
証
破
比
量
文

一
巻
令
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

佛
　
性
　
抄

（註
）

博教

照
権
実
鏡
　
一
巻

（弘
仁
八
年
二
月
Ｙ
、
、
、
、

法
華
秀
句
　
五
巻

（弘
仁

一
二
年
）

徳

一
の
著
は
何
れ
も
現
存
し
な
い
。
伝
教
の

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

一
意
義
集
も
未
見
。

恵
日
羽
足
論
三
巻

遮
異
見
章
　
一二
巻

中
辺
義
鏡
　
一二
巻

法
華
肝
心

法
華
権
門

徳
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

徳

一
法
師
は
解
深
密
経

ｏ
喩
伽
論
等
を
正
依
と
す
る
法
相
唯
識
の
学
匠
な
れ
ば
、　
一
乗
方
便

・
三
乗
真
実
の
旨
を
主
張
し
、
三
乗
即

一

乗
を
明
せ
る
法
華
経
は
権
門
な
り
と
説
き
、
彼
は
法
相
宗
の
五
性
各
別
説
を
固
執
し
て
二
乗

・
聞
提
は
無
仏
性
の
衆
生
に
し
て
永
く
成
仏

せ
ず
と
論
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
伝
教
大
師
は
諸
経
中
王
最
為
第

一
の
法
華
経
を
以
て
根
本
正
依
と
し
、
法
華
経
に
依
っ
て
三
乗
方
便

・

一
乗
真
実
の
旨
を
説
き
、
法
華
経
は
決
し
て
権
門
に
あ
ら
ず
如
来
内
証
究
克
の
実
教
な
り
と
主
張
し
、
法
華
の
諸
法
実
相

・
涅
槃
の
悉
有

仏
性
の
経
旨
に
よ
っ
て
十
界
皆
成
説
を
立
て
ゝ
二
五
七
九
の
衆
生
悉
く
成
仏
す
べ
き
も
の
、
而
も
仏
性
普
遍
の
故
に
非
情
の
草
木

ｏ
国
土

ま
で
も
有
仏
性
な
れ
ば
必
当
成
仏
な
り
と
て
徳

一
の
立
義
を
論
破
し
た
の
で
あ
る
。
大
師
の
徳

一
に
対
す
る
論
破
書
は
前
掲
の
通
り
で
あ

る
が
、
そ
の
中
教
学
上
重
要
価
値
を
有
す
る
も
の
は
守
護
国
界
章
と
法
華
秀
句
の
二
書
で
あ
る
。
今
こ
の
二
書
に
よ
っ
て
仏
性
論
に
お
け

る
五
性
各
別
説
を
固
執
す
る
徳

一
の
所
説
と
悉
有
仏
性
説
を
主
張
す
る
伝
教
大
師
の
所
説
と
を
管
見
対
照
し
て
み
よ
う
。
徳

一
に
よ
れ
ば

仏
性
に
二
あ
る
、
一
は
理
仏
性
、
二
は
行
仏
性
で
あ
る
。
理
仏
性
は
真
如
自
体
で
あ
っ
て
、万
法
の
依
止
所
と
な
る
が
真
如
そ
の
も
の
が
随

縁
し
て
万
法
と
現
は
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
真
如
自
体
に
了
照
の
智
徳
が
具
は
っ
て
い
る
も
の
で
も
な
い
。
た
だ
真
如
は
万
法
の
所
依

に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
。
行
仏
性
は
仏
智
で
あ
っ
て
仏
徳
生
起
の
根
本
原
因
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が

一
切
万
有
に
普
遍
す
る
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
故
に
草
木

・
国
土
等
は
勿
論
の
こ
と
、有
情
に
お
い
て
も
五
性
の
中
、笠
口薩
性
の
者
と
不
定
性
の
者
と
は
こ
れ
を
備
へ
て
い
る

が
、
他
の
二
乗
性
の
者
と
無
性
有
情

（聞
提
）
と
は
こ
れ
を
具
へ
て
い
な
い
。
故
に
決
定
性
の
二
乗
と
無
性
の
間
提
と
は
如
何
に
修
行
し

て
も
永
久
に
仏
果
を
成
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
大
体
法
相
家
で
は
法
界
を
真
如
の
実
体
界
と
頼
耶
縁
起
の

現
象
界
と
の
二
元
的
に
区
別
し
、
真
如
は
凝
念
常
住

・
不
作
諸
法
で
常
住
不
変
で
あ
り
不
動
で
あ
る
故
に
万
法
の
依
止
所
と
し
て
一
切
に

亘
っ
て
普
遍
で
は
あ
る
が
、́
万
法
縁
起
の
原
因
と
は
な
ら
な
い
、
従
っ
て
真
如
自
体
が
動
い
て
仏
智
を
生
み
出
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か

ら
ば
行
仏
性
は

一
体
何
よ
り
生
ず
る
か
、
そ
れ
は
阿
頼
耶
の
中
の
無
漏
種
子
よ
り
生
ず
る
、
万
法
生
起
の
原
因
は
第
八
識
阿
頼
耶
で
あ
っ

て
、
こ
の
阿
頼
耶
は
真
如
と
は
別
の
現
象
界
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
阿
頼
耶
が
万
法
生
起
の
原
因
で
あ
る
。
さ
れ
ば
阿
頼
耶
中
の
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無
漏
種
子
を
有
す
る
菩
薩
性
の
者
と
二
乗
種
子
を
有
す
る
不
定
性
の
者
の
み
が
成
仏
し
得
る
も
の
で
、
二
乗
性
の
者
と
無
性
の
間
提
と
は

成
仏
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
法
華

・
涅
槃
に
説
け
る

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
は
無
漏
種
子
を
有
す
る
菩
薩
性
の
者
か
、
ま
た

は
無
漏
種
子
を
有
す
る
不
定
三
乗
性
の
者
で
あ
っ
て
、
五
性
す
べ
て
に
通
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
法
相
家
の
教
義
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
伝
教
大
師
の
破
斥
は
こ
う
で
あ
る
。
徳

一
法
師
の

「真
如
は
凝
念
不
変

ｏ
不
作
諸
法
の
理
体
で
あ
っ
て
、
万
有
を
生
起

す
べ
き
原
因
で
は
な
い
。
現
象
界
の
万
有
を
生
起
開
展
す
る
原
因
は
阿
頼
耶
と
い
う
個
人
我
に
内
在
す
る
種
子
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
に

対
し
て
、
大
師
は
痛
烈
に
弾
破
さ
れ
て
い
る
。
大
師
に
よ
れ
ば
真
如
に
は
不
変
真
如
と
随
縁
真
如
と
の
二
面
が
あ
っ
て
、
不
変
真
如
は
凝

念
常
住
で
あ
る
と
い
う
の
が
法
相
家
の
所
立
で
あ
る
が
、
天
台
宗
に
お
い
て
は
こ
の
上
に
更
に
随
緑
真
如
の
面
を
説
く
の
で
あ
る
。
随
縁

真
如
は
縁
起
常
住
で
あ
っ
て
、
真
如
は
凝
念
不
動
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
動
的
な
も
の
で
常
に
万
有
を
生
成
開
展
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
現
象
界
の
万
有
を
開
発
縁
起
す
る
ま
ま
を
実
在
の
常
住
性
と
す
る
の
が
縁
起
常
住
で
あ
る
。
真
如
は
た
だ
万
法
の
依
正
所
な
る

に
と
ど
ま
ら
ず
万
法
縁
起
の
原
因
で
あ
っ
て
仏
果
を
も
成
就
す
べ
き
智
種
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
理

・
行
の
二
仏
性

一
体
、
正
了
因

の
三
因
不
二
の
仏
性
で
あ
る
。
こ
の
仏
性
た
る
真
如
は
有
情

・
非
情
を
間
は
ず

一
切
に
具
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
法
華
経
の

諸
法
実
相
で
あ
り
、
涅
槃
経
の
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
で
あ
る
。
故
に
二
五
七
九
の
一
切
衆
生
皆
成
仏
で
あ
り
、
草
木

ｏ
国
土
悉
皆
成
仏
で

あ
る
。
而
し
て
大
師
は
諸
経
論
に
お
け
る
五
性
各
別
説
は
こ
れ
真
如
仏
性
を
実
現
す
る
上
に
お
け
る
程
度
の
差
で
あ
っ
て
、
衆
生
の
本
性

の
上
に
法
面
本
有
と
し
て
絶
対
的
の
差
別
が
あ
る
の
で
は
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
即
ち
法
華
秀
句
（伝
た
に
）
に

当
二
知
ル
ベ
シ
、
出
世
間
ノ
法
ハ
真
如
所
縁

（槙
珈
尉
嘘
蠅
せ
）
ノ
種
子
ヨ
リ
生
ジ
テ
、
彼
ノ
法
雨
ノ
有
為
無
漏
ノ
種
子
ノ
所
生
ニ
ア
ラ

ザ
ル
コ
ト
フ
。
障

・
無
障
ノ
差
別
ア
ル
ニ
由
リ
テ
其
ノ
三
乗
種
性

・
無
涅
槃
性
ヲ
建
立
ス
ル
ナ
リ
。

と
，
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

大
体
徳

一
の
主
張
す
る
法
相
宗
の
五
性
各
別
説
は
印
度
の
宿
命
的
な
種
族
の
差
別
観
を
背
定
せ
る
仏
教
思
想
で
あ
り
、
伝
教
大
師
の
唱

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

道
せ
る

一
性
成
仏
説
は
釈
迦
仏
の
四
姓
制
度
打
破
の
精
神
を
伝
承
せ
る
万
民
平
等
の
人
権
性
を
樹
立
し
、
而
も
有
情
た
る
衆
生
も
非
情
た

る
草
本
国
土
も

一
切
を
挙
げ
て
の
全
体
成
仏
を
旨
帰
と
す
る
日
本
的
仏
教
思
想
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
大
師
が
対
徳

一
の
破
斥
書

を
も
っ
て

「守
護
国
界
章
」
と
名
づ
け
た
所
以
は
こ
こ
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
要
す
る
と
こ
ろ
伝
教
大
師
の
説
は
正
し
く
法
相
宗
の
二
乗

・
聞
提
不
成
の
五
性
各
別
説
に
対
す
る
十
界
皆
成
説
で
あ
っ
て
、
特
に

非
情
の
草
木
成
仏
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
が
し
か
し
十
界
皆
成
は

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
の
仏
性
開
発
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
而

も
そ
の
仏
性
た
る
真
如
は
天
台
大
師
独
発
の
一
念
三
千
の
理
に
他
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
非
情
草
木
の
成
仏
の
理
論
と
も
な

る
も
の
で
あ
る
。

三
、
智
証
大
師

の
草
木
成
仏
説

台
密
家
の
山
王
院
智
証
大
師
円
珍

（
八
卜
郷
一‐
）
に
は

「授
決
集
」
二
巻
に
五
十
四
条
の
法
義
を
規
定
し
て
い
る
中
、
第
五
十
条
が

「
無

情
成
仏
の
決
」
で
、
こ
こ
に
無
情
草
木
の
成
仏
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
従
来
の
天
台
宗
義
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
密
教
の
草

木
成
仏
論
と
し
て
別
に
特
記
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
従
来
の
義
と
異
る
と
こ
ろ
は
、
情
非
情
普
遍
の
仏
性
た
る
真
如
は
こ
れ
大
日

経
の

「阿
字
第

一
の
命
」
、
即
ち
大
日
の
理
法
身
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も

「
理
智

一
門
集
」
（略
敵
四
五一
日
嘔
状
○
）
の
所

説
の
方
が
具
体
的
で
密
教
的
草
木
成
仏
論
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
理
智

一
門
集
は
大
日
如
来
の
胎
蔵

ｏ
金
剛
、
理
智

一
味
門
の
趣
旨
よ
り

草
木
成
仏
を
説
い
た
も
の
で
、
そ
の
論
旨
は
こ
う
で
あ
る
。
凡
そ
善
悪
の
諸
法
も
情
非
情
も
皆
大
日
如
来
の
一
身
よ
り
出
生
し
た
も
の
、

一
切
諸
法
大
日
の
一
身
よ
り
生
ぜ
ざ
る
も
の
は
な
い
。
而
し
て
成
仏
と
い
う
は
こ
の
大
日
如
来
に
冥

一
す
る
こ
と
を
意
味
す

る

の
で
あ

る
。
こ
の
故
に
情
非
情
す
べ
て
成
仏
せ
ず
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
を
法
華
経
で
は

「是
法
住
法
位
世
間
相
常
住
」
と
い
い
、
天
台
大

師
は

「
一
色

一
香
無
非
中
道
」
と
い
は
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
法
華
経
の
教
主
は
金
胎
両
界
の
大
日
如
来
で
あ
っ
て
、
胎
蔵
界
の
大
日
は

‐・  22 -―



定
印
の
大
日
で
あ
っ
て
、
ア
字

（４
）
を
以
て
種
子
と
な
し
、
金
剛
界
の
大
日
は
智
拳
印
の
大
日
で
あ
っ
て
、
バ
ン
字

（。く
）
を
以
っ
て

種
子
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
情
非
情
す
べ
て
こ
の
定
書
二
門
に
摂
し
つ
く
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
有
情
は
胎
蔵
界
の
大
日
ア
字

（４
）

よ
り
出
生
し
、
非
情
は
金
剛
界
の
大
日
バ
ン
字

（ｔ
）
よ
り
出
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
有
心
無
心
共
に
一
切
が
成
仏
す
べ
き
だ
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
と
こ
ろ
の
大
日
如
来
と
い
う
の
は
常
在
霊
山
の
釈
迦
如
来
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
体
は
法
身
実
相
、
即
ち

一
念

三
千
の
理
で
あ
る
。
例
て
無
性
有
情
の
成
仏
も
非
情
草
木
の
成
仏
も
実
は
こ
の
一
念
三
千
の
原
理
に
他
な
ら
な
い
。
た
だ
智
証
は
顕
劣
密

勝
論
者
で
あ
る
が
た
め
、
成
仏
を
論
ず
る
に
法
華
の
一
心
三
観
の
理
観
に
よ
ら
ず
し
て
三
密
加
持
の
事
業
に
代
え
た
点
が
智
証
大
師
の
特

色
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
わ
が
日
蓮
聖
人
を
し
て

「身
は
叡
山
の
雲
の
上
に
臥
す
と
い
へ
ど
も
、
心
は
東
寺
里
中
の
塵
に
ま
じ
る
。
本

師
の
遺
跡
を
紹
継
す
る
様
に
て
還
っ
て
聖
人
の
正
義
を
忽
諸
し
給
へ
り
」
（鰤
削
息
）
と
評
と
し
む
る
所
以
で
あ
る
。

四
、
慈
慧
良
源

の
所
説

次
に
天
台

一
家
の
教
学
の
発
展
を
書
し
て
論
義
制
度
を
興
立
し
た
慈
慧
大
師
良
源
（九
た
に
引
）
の
草
木
成
仏
説
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
檀

那
院
覚
運
間

・
慈
慧
良
源
決
の

「草
木
発
心
修
行
成
仏
記
」
（仏
・全
印
し
に
云
く

問
フ
、　
一
家
ノ
意
、
草
木

二
三
因
仏
性
ア
リ
ト
ス
ル
ヤ
。

答
フ
、
有
リ
ト
ス
ル
ナ
リ
。

疑
フ
テ
云
ク
、
草
木
二
於
テ
ハ
自
ラ
理
仏
性
ア
リ
ト
雖
モ
行
仏
性
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
豊
二
縁
了
ノ
ニ
因
ヲ
具

シ
テ
成
仏

セ
ン
ヤ
。

答
フ
、
理
仏
性
ア
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
バ
、
知
ン
ヌ
行
仏
性
モ
ア
ル
ベ
シ
ト
。
所
謂

「
Ｌ
だ
身
，ば
二
身
常
．だ
」
ャ（鋪
新
卦
義
）
ノ
釈
、
此
ノ
意

ナ
リ
。
凡
ソ
真
如
ノ
妙
理
ハ
其
ノ
体
無
相
ナ
リ
情

・
非
情
ニ
ナ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
有
情
ノ
中
道

二
縁
了
ノ
ニ
因
ア
ラ
バ
、
草
木
ノ
中
道
ニ

モ
亦
二
因
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
若
シ
無
シ
ト
云
ハ
バ
中
道
ニ
ツ
ナ
ル
過
ヲ
招
ク
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
之
二
依
テ
金
鉾
論
二
云
ク
、

「
一
草

一

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

本

一
礫

一
塵
各

一
仏
性
各

一
因
果
具
二足
縁
了
こ

己
上
。　
此
ノ
文
二
二
意
ア
リ
。
雨
前

・
述
門
ノ
故
二
縁
了
ナ
シ
、
本
門
ノ
意
ハ
縁
了

ア
ル
ナ
リ
。
他
人
ノ
所
立
ハ
雨
前

ｏ
述
門
ノ
説
ニ
シ
テ
本
門
ノ
意
ニ
ア
ラ
ズ
。
本
門
ノ
正
意
ト
ハ
迷
情
ノ
事
卜
悟
中
ノ
事
卜
合

一
ノ
説

ナ
リ
。
故
二
彼
ノ
雨
前
ノ
迷
情
ノ
事
二
於
テ
専
ラ
発
心
修
行
ノ
義
ヲ
許
ス
。
是
ノ
故

二
本
門
合

一
ノ
説
ハ
迷
情
ノ
事
、
本
来
発
心
修
行

ノ
体
ナ
リ
。
他
人
本
門
ノ
意
ヲ
知
ラ
ズ
、
故
二
発
心
修
行
ノ
義
ヲ
立
テ
ザ
ル
ナ
リ
。

と
。
こ
の
草
木
成
仏
記
は
単
に
荊
漢
の
義
を
祖
述
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
無
情
仏
性

・
草
木
成
仏
の
義
に
お
い
て
何
等
の
発
展
を
も
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
剤
漢

・
伝
教
の
義
は
た
だ
草
木
成
仏
と
い
っ
て
理
性
の
成
仏
義
を
論
じ
た
の
に
対
し
、
こ
の
慈
慧
に
於
て
は
そ
の
題

号
に

「
草
木
発
心
修
行
成
仏
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
非
情
草
木
の
理
性
の
成
仏
で
な
く
事
相
の
発
心
修
行
に
よ
る
成
仏
の
意
を
説
き
出

し
て
い
る
の
が
、
わ
づ
か
日
本
的
な
発
展
で
あ
る
と
い
へ
る
が
、
論
旨
を
検
す
れ
ば
や
は
り
草
木
も
三
因
仏
性
を
具
す
る
故
に
事
相
に
発

心
修
行
す
べ
き
存
在
な
り
と
い
う
理
性
論
に
す
ぎ
ず
。
発
心
修
行
に
よ
る
成
仏
の
具
体
性
の
な
い
の
が
全
く
寂
夕
に
堪

へ
な
い
。
こ
れ
は

や
が
て
わ
が
日
蓮
聖
人
の
草
木
成
仏
論
を
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
、
東
陽
房
忠
尋

の
所
懐

次
に
慧
心
流
中
古
の
名
匠
、
東
陽
房
忠
尋
貧

一。
一六
訳
川
）
の
草
木
成
仏
に
対
す
る
所
懐
を
出
せ
ば
、

「漢
光
類
衆
」
第

一
巻
（仏
一全
赫
）
に

決
附

二
云
ク
、
草
木
成
仏

二
七
重
ノ
不
同
ア
リ
。　
一
二
ハ
諸
仏
ノ
観
見
、
ニ
ニ
ハ
法
性
ノ
理
ヲ
具
ス
、
三
二
ハ
依
正
不
二
、
四
二
ハ
当

体
自
性
、
五
二
ハ
本
具
ノ
三
身
、
六
二
ハ
法
性
不
思
議
、
七
二
ハ
中
道
ヲ
具
ス
ル
ナ
リ
。
…
…
…

一
二
観
見
ノ
草
木
成
仏
ト
ハ
経

（中
陰
経
）
ニ
ム
ク
、

「
一
仏
成
道
観
二見
法
界
一草
本
国
土
悉
皆
成
仏
」
卜
。
草
木
ノ
正
体
ハ
正
シ
ク
成

仏
セ
ズ
、
諸
仏
、
草
木
ヲ
境
卜
為
シ
テ
観
法
ヲ
作
ス
時
ハ
能
縁
ノ
見
分

二
引
カ
レ
ラ
所
縁
ノ
草
木
ノ
相
即
チ
仏
体
卜
成
ル
、
故
二
且
ク

草
木
成
仏
卜
云
フ
ナ
リ
。
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ニ
ニ
理
具
ノ
草
木
成
仏
ト
ハ
草
木
モ
法
性
ノ
理
ヲ
具
ス
、

三
二
依
正
不
ニ
ノ
草
木
成
仏
ト
ハ
法
華

一
実
ノ
意
ハ
依
報

草
木
所
具
ノ
法
性
ノ
理
ヲ
即
チ
成
仏
卜
名
ク
ル
ナ
リ
。

正
報
全
ク
各
別
ナ
ラ
ズ
、
円
融
相
即
シ
テ
一
体
ナ
リ
。

釈
迦
如
来
既
二
成
仏
ス
、
是
レ
草
木
ノ
成
仏
ナ
リ
。

四
二
自
性
ノ
草
木
成
仏
ト
ハ
法
々
塵
々
ノ
自
体
、
当
体
ノ
仏
ナ
リ
。

草
木
成
仏
卜
云
テ
別
シ
テ
三
十
二
相
等
ヲ
具
ス
ベ
カ
ラ

ズ
、
草
木
ノ
根
茎
枝
葉
ノ
当
体
己
々
本
分
ナ
ル
是
レ
成
仏
ノ
義
ナ
リ
。

五
二
本
具
三
身
ノ
当
体
自
性
不
思
議
ナ
ル
ハ
法
身
ナ
リ
。
迷
者
ノ
情
見
ニ
ハ
草
木
二
三
身
ナ
シ
ト
思
ヘ
リ
。
法
華
値
遇
ノ
円
頓
ノ
行
者

ニ
ハ
法
々
塵
々
ノ
当
体
、
自
性
不
思
議
ナ
ル
ハ
法
身
ナ
リ
。
照
了
ノ
徳
ア
ル
ハ
報
身
ナ
リ
。
色
相
具
足
等

ハ
応
身
ナ
リ
。
…
…
…
円
頓

行
者
ノ
知
見

ニ
ハ
一
切
諸
法
無
作
三
身
ナ
ル
ガ
故
ナ
リ
。

六
二
不
思
議
ノ
草
木
成
仏
ト
ハ
草
木
ノ
自
性
、
不
思
議

ニ
シ
テ
更

二
事
理
ノ
相
ヲ
絶
ス
。
不
思
議
ノ
本
性
ナ
ル
ヲ
強
テ
成
仏
卜
名
ク
。

七
二
一
念
三
千
ノ
成
仏
ト
ハ
タ
ダ
心
是

一
切
法

・
一
切
法
是
心
ナ
ル
ガ
故

二
、
草
木
二
三
千
ヲ
具
シ
衆
生
二
三
千
ヲ
具
ス
。
行
者
ノ
一

心
、
草
木
ナ
ル
ガ
故
二
草
木
ヲ
縁
ズ
、
草
木
、
三
千
ヲ
具
ス
ル
ガ
故

二
或
ハ
能
縁
卜
成
り
或
ハ
所
縁
卜
成
ル
。
若
シ
草
木
二
三
千
ヲ
具

セ
ズ
ン
バ
、
是
ノ
如
ク
草
木
、
三
千
ヲ
具
ス
ト
モ
（騨
林
識
私
す
）
思
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
…
…
…
草
木
、
本
ヨ
リ
三
千
ヲ
具
ス
、
法
性
常
寂

ハ
一
念
、
法
性
常
照
ハ
三
千
ナ
リ
。
既

二
常
照
ノ
ニ
相
ヲ
具
ス
。
是
ヲ
草
木
成
仏
卜
名
ク
。

と
あ
り
”
以
上
忠
尋
は
種
々
の
観
点
よ
り
し
て
七
種
の
草
木
成
仏
を
立
つ
る
も
結
局
は
四
種
と
な
る
。
第
二
の
理
具
と
第
五
の
本
具
の
三

千
と
第
七
の
一
念
三
千
と
は
こ
れ
同

一
義
で
あ
つ
い
第
四
の
当
体
自
性
と
第
六
の
不
思
議
と
は
同

一
義
で
あ
る
か
ら
、
詮
ず
る
と
こ
ろ
一

に
諸
仏
観
見
の
草
木
成
仏
、
二
に
理
具
の
草
木
成
仏
、
三
に
依
正
不
二
の
草
木
成
仏
、
四
に
当
体
自
性
の
草
木
成
仏
の
四
種
で
あ
る
。
而

し
て
同
書
（銅
一上
）
に

尋
ネ
テ
云
ク
、
草
木

・
衆
生
倶

二
三
千
ヲ
具
ス
ト
云
ハ
バ
、
如
何
ン
ガ
草
木

・
衆
生
ノ
別
ヲ
分
ツ
ベ
キ
ャ
。

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

答
フ
、
尤
モ
ロ
伝
ス
ベ
キ
法
門
ナ
リ
。
心
二
三
種
ア
リ
、
謂
ク
ガ
ガ
げ
（物
願
勲
酪
Ｙ

７
孵
げ
（耕
婦
碑
Ｙ

質
多
心
（敵
鮭
ｍ
）
ナ
リ
。
実

栗
陀

・
干
栗
陀

ハ
倶
二
草
木
ノ
心
ナ
リ
。
草
木
、
四
季
ノ
時
節
ヲ
知
テ
枝
葉
生
長
ス
ル
ハ
実
栗
陀
心
ナ
リ
。
衆
生
ハ
質
多
心
ヲ
面
ト
ナ

シ
臭
栗
陀

・
干
栗
陀
ヲ
裏
ト
ナ
ス
。
草
木
ハ
臭
栗
陀

・
干
栗
陀
ヲ
面
ト
ナ
シ
質
多
心
ヲ
裏
ト
ナ
ス
。
…
…
…
草
木
ハ
質
多
心
ヲ
隠
シ
テ

現
在
前
セ
ザ
ル
故

二
非
情
卜
名
ク
。
三
千
具
足
ノ
条
ハ
更
二
疑
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
。

と
あ
り
。
衆
生
と
草
木
、
有
情
と
非
情
と
の
別
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

六
、
宝
地
房
証
真
の
見
解

台
家
の
草
木
成
仏
論
と
し
て
最
後
に
惑
檀
兼
学
の
中
古
の
明
匠
に
し
て
天
台

の
草
木
成
仏
に
関
す
る
見
解
を
紹
介
し
よ
う
ｏ
彼
が
著
た
る
摩
訂
止
観
私
記
第

無
情
仏
性
ト
ハ
具
サ
ニ
金
鉾
論
二
説
ク
ガ
如
シ
。

問
フ
、
草
木
二
仏
性
有
り
、
有
情
ノ
如
ク
発
心
修
行
シ
テ
成
仏
ヲ
得
ル
ヤ
不
ャ
。
若
シ
成
仏
セ
バ
応
二
始
起
ノ
有
情
ア
ル
ベ
シ
。
若
シ

成
仏
セ
ザ
レ
バ
既

二
仏
性
有
り
、
豊
二
顕
発
セ
ザ
ラ
ン
ヤ
。

或
ル
古
徳
ノ
云
ク
、
草
木
、
発
心
修
行
シ
テ
成
仏
ス
ト
。
近
代
ノ
先
徳
、
此
ノ
義
ヲ
許
サ
ズ
。

と
て
、
一草
木
成
仏
論
に
つ
い
て
、
或
る
古
徳
は
草
木
は
発
心
修
行
し
て
成
仏
を
な
す
と
し
、
近
代
の
先
徳
は
草
木
に
は
発
心
修
行
の
成
仏

は
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
或
る
古
徳

・
近
代
の
先
徳
と
は
一
体
誰
人
を
指
す
や
知
る
由
も
な
い
が
、
彼
は
こ
の
草
本
の
発
心
修
行
の
成
仏

を
認
め
な
い
理
由
と
し
て
、　
一
に
文
理
を
明
し
、
二
に
外
難
を
遮
す
の
二
義
を
以
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
全
部
こ
こ
に
挙
げ
る
こ
と

は
煩
し
い
か
ら
、
今
そ
の
初
の
み
を
出
し
て
お
こ
う
。

家
註
釈
中
の
第

一
人
者
た
る
宝
地
房
証
真

（頃一
寂二
〇
七
）

太八
郡
詮
鉢
ヽ
山
一九臥
九
七）に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
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初
二
文
理
ヲ
云
ハ
バ
、　
一
代
ノ
経
説

・
一
宗
ノ
教
文

二
都
テ
成
仏
ノ
説
ナ
シ
。
輔
行
ノ
十
義
、
金
鉾
ノ
一
論
タ
ダ
非
情
有
仏
性
ノ
義
ヲ

明
シ
テ
、
草
木
発
修
ノ
成
仏
ヲ
論
セ
ズ
。
若
シ
非
情
変
ジ
テ
有
情
卜
作
テ
成
仏
ス
ト
云
ハ
バ
、
始
起
ノ
有
情

ハ
化
他
部
二
同
ジ
、
無
因

有
果
ハ
外
道
ノ
説
二
同
ジ
。
生
死
ノ
初
メ
ア
ル
ハ
数
論
ノ
義
二
同
ジ
。
是
一

又
諸
ノ
草
木
並
二
皆
朽
滅
ス
、
現
在
二
変
ジ
テ
有
情
卜
成
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
亦
惑
業
ナ
シ
、
既
二
因
果
ヲ
離
ル
。
滅
シ
テ
後
有
情
ノ
身
ヲ

受
ク
ベ
カ
ラ
ズ
。
是
二

又
諸
ノ
草
木
ハ
有
情
ノ
業
感
ズ
、
何
ノ
因
縁

二
由
テ
転
ジ
テ
有
情
卜
成
ラ
ン
ャ
。
豊
二
他
業
二
由
テ
更

二
他
身
ア
ラ
ン
。
亦
是
レ
一
人

分
テ
多
人
ト
ナ
ラ
ン
ヤ
。
是
三

こ
れ
よ
り
下
に
七
義
、
即
ち
全
十
義
を
以
て
草
木
の
発
心
修
行
の
義
を
難
じ
て
い
る
が
、
第
四
以
下
の
七
義
は
こ
れ
を
略
す
る
。

次

二
外
難
ヲ
遮
セ
バ
、
間
フ
、
中
陰
経
二
云
ク

「
一
仏
成
道
観
二見

ざ
孔

草
本
国
土
悉
皆
成
仏
、
身
長
丈
六
光
明
遍
照
、
其
仏
皆
名
ニ

妙
覚
如
来
こ

巳
上
。
答
フ
、
仏
眼
ノ
照
ス
所
ハ
一
色

一
香
モ
遮
那
ニ
ア
ラ
ザ
ル
コ
ト
ナ
シ
、
故

二
成
仏
卜
云
フ
、
始
成
ニ
ア
ラ
ザ
ル

ナ
リ
。
若
シ
彼
ノ
経
ノ
如
ク
ン
バ
一
切
ノ
依
正
皆
己
二
成
仏
ス
、
唯
仏
界
ニ
ア
リ
。
故
二
知
ン
ヌ
、
聖
二
望
ム
レ
パ
皆
聖
、
凡
二
望
ム

レ
バ
皆
凡
ナ
リ
。
金
鐸
論

二
云
ク

「
迷
悟
雖
殊
　
事
理
体

一
。
故

一
仏
成
道

法
界
無
レ非
二
此
仏
依
正
一、　
一
仏
既
雨

諸
仏
威
然
。
衆

生
配
だ
ｉ
ル
Ｆ
７
．一面
モ負
一殊
見
ヲ一。
苦
楽
昇
沈

一
一
皆
計
シガ
羊
卜
牙
ム

。
浄
機
宛
然
ト
シガ
壊
肌
Ｌ
」
メ
ヽ

…
…

問
フ
、
宝
積
経
ニ
バ

ク

「
一
切
草
木
樹
林
無
心

可
）
作
一́
如
来
一身
相
具
足
ご
。
答
フ
彼

二
明
サ
ク
文
殊
変
〓
舎
利
弗
ス
ア
成
二仏
身
一説
法
克
方
説
二此
言
こ

卜
。
故

二
発
心
ノ
義

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

と
い
い
、
こ
れ
に
続
い
て

草
木
成
仏
二
且
ク
四
義
ア
リ
。　
Ｔ
一
ハ
理
性
ハ
本
来
是
レ
仏
ナ
ル
ニ
依
ル
。
ニ
ニ
ハ
仏
眼
ノ
照
見
二
依
テ
仏
卜
為
ス
。
三
二
ハ
遮
那
ノ

遍

一
切
処
二
依
ル
。
四
二
ハ
諸
仏
変
ジ
テ
作
仏
セ
シ
ム
ル
ニ
依
ル
。

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

と
い
っ
て
、
草
木
成
仏
に
四
義
あ
る
こ
と
を
明
し
畢
て

此
ノ
義
ア
リ
ト
雖
モ
若
シ
事
ヲ
以
テ
実
ヲ
論
ゼ
バ
仏
卜
作
ラ
ズ
。
例
セ
バ
有
情

二
亦
四
義
ア
レ
ド
モ
而
モ
事
二
望
メ
テ
論
ズ
レ
が
す
ダ

是
レ
凡
夫
ナ
ル
ガ
如
シ
。

と
い
う
。
此
の
下
委
細
に
草
木
成
仏
の
問
題
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
が
、
結
局
宝
地
房
の
説
は
近
世
の
碩
学
慧
澄
和
尚
の
い
う
が
如
く
、

草
木
の
成
仏
は
有
情
の
成
仏
に
依
随
す
る
依
他
心
の
成
仏
で
あ
っ
て
、
草
木
に
事
心
あ
っ
て
自
ら
発
心
修
行
し
て
成
仏
す
る
と
い
う
草
木

独
立
の
成
仏
で
は
な
い
。
慧
澄
和
尚
が

私
記

一
ノ
本
廿
五

二
云
ク
、
若
シ
理
二
約
シ
テ
説
ケ
バ
本
来
是
レ
仏
ナ
リ
。
若
シ
証
見

二
約
セ
バ
有
情
成
仏

ス
ル
時
万
法
皆
成
仏
ス

ト
。
是
レ
宝
地
ノ
意
ハ
理
性
二
約
ス
レ
バ
草
木
自
ラ
成
仏
シ
、
修
用
二
約
ス
レ
バ
草
木

ハ
有
情

二
随

テ
作
仏

ス
ト
謂
フ
ニ
ア
リ
。

（」欲
榔
爺
一義中）

と
い
は
れ
た
如
く
、
言
葉
と
し
て
草
木
の
発
心
修
行
の
成
仏
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
結
局
は
理
性
の
成
仏
か
、
或

は
有
情
随
依
の
成
仏
か
で
あ
っ
て
、
草
木
自
身
の
修
得
顕
了
の
事
相
成
仏
で
は
な
い
。
こ
れ
は
徹
頭
徹
尾
、
理
具
三
千
を
旨
と
し
て
未
だ

事
具
三
千
の
義
を
論
明
せ
ざ
る
天
台
宗
の
立
場
と
し
て
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
、
こ
れ
以
上
超
ゆ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

法
華
宗
の
説

一
、
宗
祖
日
蓮
大
士
の
草
木
成
仏
と
木
絵

二
像
の
意
神
と
に
つ
い
て
の
説

法
華
宗
宗
祖
日
蓮
大
士
貧

一二
〓
に
二‐
〉
の
御
書
に
よ
っ
て
草
木
成
仏
の
法
門
を
論
ぜ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
つ
い
て
佐
渡
以
前
と

佐
渡
以
後
と
の
区
別
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伺
と
な
れ
ば
草
木
成
仏
の
基
本
原
理
な
る
一
念
三
千
義
に
お
い
て
前
後
両
者
の
相
違
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が
あ
る
故
で
あ
る
。
佐
前
に
お
け
る
草
木
成
仏
論
の
基
本
的
教
理
は
台
家
附
順
の
理
具

一
念
三
千
義
で
あ
り
、
佐
渡
に
お
け
る
そ
れ
は
宗

祖
別
頭
の
事
具

一
念
三
千
義
で
あ
る
。
草
木
成
仏
に
関
す
る
十
有
余
の
御
書
中
こ
の
こ
と
を
判
然
と
区
別
し
て
説
き
顕
さ
れ
て
い
る
御
書

は
な
ん
と
い
っ
て
も
、
序
論
に
お
い
て
既
に
的
示
し
た
観
心
本
尊
抄
の
御
文
で
あ
る
。
こ
の
御
文
の
初
に
示
せ
る
分
即
ち
第
九
・
十

・
十

一
の
三
間
答
は
述
門
理
具

一
念
三
千
の
法
性
に
よ
る
天
台
家
所
談
の
草
木
成
仏
論
で
あ
り
、
後
の
第
十
九
問
答
の
答
釈
な
る
無
量
義
経
以

下
の
分
は
本
門
事
具

一
念
三
千
の
法
体
に
よ
る
草
木
成
仏
で
あ
る
。
な
お
本
尊
抄
の
究
党
旨
帰
よ
り
い
へ
ば
理
具

・
事
具
の
性
徳
の
成
仏

よ
り
も
草
木
自
ら
の
発
心
修
行
の
下
種
を
以
て
宗
祖
の
本
懐
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
佐
後
真
実
の
意
を
以
て
佐
前
の
御
書
を
も
開
述
顕
本
し
て
宗
祖
大
士
所
懐
の
草
木
成
仏
論
を
示
せ
ば
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

一０
　
草
木
成
仏
の
原
理

本
門
法
華
経
の
立
場
よ
り
法
界
の
依
正
万
法
を
観
る
と
き
、

「法
界
は
釈
迦
如
来
の
御
身
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
」
（七
四
一〇

で

有
情
は
い
う
に
及
ば
ず
非
情
た
る
日
月

・
国
±
ｏ
草
木
等
わ
れ
ら
対
象
の
客
観
世
界
は
す
べ
て
、
本
来
事
具
三
千
を
具
足
し
て
い
る
本
有

の
仏
体
で
あ
り
、
久
遠
成
道
の
本
仏
釈
尊
の
分
身
の
舎
利
で
あ
る
。
戒
体
即
身
成
仏
義
（四
こ
に
云
く

法
華
の
覚
を
得
る
時
い
我
等
が
色
心
生
滅
の
身
即
ち
不
生
不
滅
な
り
。
国
土
も
雨
の
珈
し
。
此
の
掴
土
の
牛
馬
六
畜
（願
一
濤
一
鮮
じ
も

皆
仏
な
す
。
草
木
。
日
月
も
皆
聖
衆
な
り
。
経
に
云
く
、
是
法
住
法
位
世
間
相
常
住
文
。
…
…
…
法
華
経
の
悟
り
と
申
す
は
、
此
の
国

土
と
我
等
が
身
と
釈
迦
如
来
の
御
舎
利
と
一
つ
と
知
る
な
り
。
経
に
云
く
、
観
が
一千
大
千
世
界
一乃
至
無
レシ有
〕奸
一芥
子
一許

芦

ぞ̈
言

薩
　
捨
二
身
命
一処
上文
。
此
の
三
千
大
千
世
界
は
皆
釈
迦
如
来
の
菩
薩
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
と
き
の
御
舎
利
な
り
。
我
等
も
此
の
世

界
の
五
味

（
・辛
甘．
。酸
苦．
醐
）
を
な
め
て
設
け
た
る
身
な
れ
ば
、
又
我
等
も
釈
迦
如
来
の
舎
利
な
つ
。
故
に
経
に
云
く
、
今
此
．ゴ
界
．、ぎ
是
，́九

有
、
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
等
ξ
。

と
。
勿
論
こ
の
戒
体
即
身
成
仏
義
は
開
宗
十
二
年
前
宗
祖
二
十

一
才
蓮
長
時
代
の
著
で
、
こ
の
書
は
一
に
小
乗
、
二
に
権
大
乗
、
三
に
法

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

華
、
四
に
真
言
と
次
第
し
て
真
言
を
以
て
最
勝
と
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
こ
れ
を
開
述
顕̈
本
し
て
本
門
の
意
を
以
て
解
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
文
の
有
情
た
る
衆
生
と
非
情
た
る
草
木

・
国
±

ｏ
日
月
等

一
切
は
釈
迦
如
来
の
菩
薩
で
お
は
ま
す
と
き
の
捨
身
命
処

で
あ
る
と
い
う
意
を
、
本
門
の
見
地
を
以
て
解
す
る
な
ら
ば
、
釈
迦
如
来
は
勿
論
始
成
の
釈
迦
で
は
な

く
久
遠
成
道
本
果
の
釈
尊
で
あ

り
、
そ
の
本
因
の
釈
迦
菩
薩
は
実
は
本
化
四
菩
薩
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
情
非
情
、
依
正
万
法
わ
れ
ら
客
観
世
界
の
一
切
は
皆
悉
く
本
地

は
四
菩
薩
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
本
化
四
菩
薩
の
捨
身
命
処
の
顕
現
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
宗
祖
は
本
化
四
菩
薩
の
徳

用
を
生
死

一
大
事
血
脈
抄
（七
四
四
）
に
挙
げ
て

火
は
焼
き
照
す
を
以
て
行
と
為
し
（行．
は
ほ
〉

水
は
垢
機
を
浄
む
る

′
を
以
て
行
と
為
し
（征
皓
鮮
〉

風
は
塵
埃
を
払
ふ
を
以
一て
行

と
為

し
、
又
人
畜
草
木
の
為
に
魂
と
な
る
を
以
て
行
ど
為
し
（征
鋏
撫
辺
Ｙ

大
地
な
草
木
を
生
ず
る
を
以
て
行
と
為
し
（御
銘
磁
立
Ｙ

天
は
潤

す
を
以
て
行
と
為
す
（鋼
卿
仏．
鰺
〉

妙
法
薄
華
経
の
一
字
も
又
そ
の
如
し
。
本
化
地
涌
の
利
益
是
れ
な
り
。

と
い
は
れ
て
い
る
。
法
界
の
依
正
万
法
は
も
と
も
と
功
徳
の
総
体
た
る
妙
法
蓮
華
経
の
体
内
に
あ
り
、
こ
の
妙
法
蓮
華
経
体
内
の
功
徳
が

本
仏
た
る
釈
迦

・
多
宝
の
境
智
二
仏
と
あ
ら
は
れ
、
釈
迦

・
多
宝
の
仏
徳
は
更
に
開
出
し
て
本
化
四
菩
薩
の
徳
用
と
あ
ら
は
れ
、
終
に
十

法
界
の
依
正
万
法
と
開
展
し
て
各
々
そ
の
所
与
の
修
用
に
よ
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
本
門
事
具
三
千
の
教
理
よ
り
す

れ
ば
非
情
た
る
草
木

・
国
土
は
本
来
既
に
本
仏
如
来
で
あ
り
、
本
化
菩
薩
で
あ
る
。

（註
）

（向
上
力
）
―
火
大

（拡
大
力
）
―
風
大

（浄
化
力
）
―
水
大

（生
長
力
）
―
地
大
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ル
て
本
来
仏
体
た
る
べ
き
草
本
を
以
て
刻
彫
図
造
せ
る
木
絵
二
像
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
無
始
本
有
の
如
来
、
生
け
る
教
主
釈
尊
で
あ

る
。
真
問
釈
迦
仏
供
養
抄
企
舎
〓
し
の
左
認
の
文
を
こ
の
意
を
以
て
拝
す
べ
き
で
あ
る
。

釈
迦
仏
御
造
立
の
御
事
、
無
始
曖
劫
よ
り
い
ま
だ
顕
れ
ま
し
ま
さ
ぬ
己
心
の
一
念
二
千
の
仏
、
造
り
顕
し
ま
す
か
。
は
せ
ま
い
り
て
を

が
み
ま
い
ら
せ
候
は
ば
や
。
欲
令
衆
生
開
仏
知
見
（部
研
妊
顆
）乃
至
然
我
実
成
仏
己
来
（
軌
努
機
顆
）
は
是
れ
な
り
。
但
し
仏
の
御
開
眼
の

事
は
い
そ
ぎ
伊
予
房
も
て
果
し
ま
い
ら
せ
給
ひ
候
へ
。

か
く
の
如
く
本
門
事
具

一
念
三
千
論
の
上
よ
り
い
え
ば
、
有
情
た
る
衆
生
成
仏
も
非
情
た
る
草
木
成
仏
ｔ
同

一
原
理
の
成
仏
で
あ
る
。
宗

祖
は一
念
三
千
の
法
門
と
申
す
は
三
種
世
間
よ
り
を
こ
れ
り
。
…
…
…
第
二
の
国
土
世
間
と
申
す
は
草
木
世
間
な
り
。

衆
生
に
て
申
せ
ば
即
身
成
仏
と
い
は
れ
、
書
木
に
て
申
せ
ば
草
木
成
仏
と
申
す
な
り
。
（開
一眼
嵯
峨
砂
）

と
仰
せ
ら
れ
た
の
は
こ
の
所
以
で
あ
る
。

以
上
草
本
成
仏
の
義
は
既
述
の
序
論
第
二
の
「草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
に
っ
い
て
の
本
尊
抄
の
文
」
の
項
と
照
合
し
て
理
解
さ
れ
た

し

０
　
草
本
の
下
種
成
仏

以
上
の
本
門
事
具
三
千
義
に
よ
る
草
木
成
仏
は
こ
れ
宗
祖
の
本
懐
本
門
究
克
の
成
仏
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
と
な
れ
ば
こ
の
草

木
成
仏
は
能
生
能
現
の
本
仏
の
辺
よ
り
す
れ
ば
こ
れ
修
徳
の
下
種
成
仏
と
見
ら
れ
る
が
、
所
生
所
現
の
草
木
自
身
の
面
よ
り
論
ず
る
な
ら

ば
や
は
り
こ
れ
性
徳
の
成
仏
で
あ
っ
て
、
革
本
自
身
の
発
心
修
行
に
よ
る
修
徳
の
下
種
成
仏
で
は
な
い
。
本
尊
抄
第
十
九
間
答
の
答
釈
に

お
け
る
「
雖
レ然
所
レ詮

非
一二
念
三
千
仏
種
一者
有
情
成
仏
、
木
画
二
像
之
本
尊
有
名
無
実
也
」
と
い
う
文
は
、　
つ」
れ
述
門
理
具

一
念
三

千
の
純
性
徳
の
成
仏
を
超
え
た
本
門
事
具

一
念
三
千
の
修
徳
下
種
の
情

・
非
情
の
成
仏
を
あ
ら
は
せ
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は

草
木
成
仏
と
本
藤
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

此
の
法
門
は
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草
木
成
仏
と，木
画
本
尊
の
意
神
に‐
つ
い
て

本
仏
の
久
遠
劫
の
捨
身
命
処
に
よ
る
下
種
で
あ
っ
て
、
衆
生
自
身
の
発
心
修
行
に
よ
る
修
徳
の
下
種
で
は
な
い
。
こ
の
故
に
本
尊
抄
で
は

第
二
十
間
答
の
答
釈
に
至
っ
て
　
　
　
　
　
．

一雖
レ面

文
心
者
釈
尊
因
行
果
徳
二
法
妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足
。
我
等
受
二持

レビ
ゴ
字
一自
然
譲
二与

一
マダ
Ⅳ
果
功
徳
一

と
い
は
れ
た
の
で
あ
る
。
妙
法
蓮
華
経
は
総
名
に
し
て
よ
く
本
仏
釈
尊
の
久
遠
劫
の
修
行
に
よ
っ
て
得
た
る
因
行
果
徳
の
二
法
を
総
持
せ

る
要
法
で
あ
る
。
こ
の
故
に
本
尊
抄
の
結
文
に
示
せ
る
如
く
、
事
具

一
念
三
千
の
法
体
を
証
得
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
末
代
の
幼
稚
た
る
衆

生
も
草
木
も
共
に
、　
一
念
三
千
の
法
体
、
本
仏
の
因
行
果
徳
の
二
法
を
能
具
し
総
在
せ
る
妙
法
蓮
華
経
を
聞
信
修
行
し
て
始
め
て
成
仏
が

可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
開
目
抄
（払
肝
軌
）
に

但
天
台
（は
柏
躙
鑑
）
の
一
念
三
千
こ
そ
仏
に
な
る
道
と
み
ゆ
れ
。
此
の
一

一
代
経
々
の
中
に
は
此
経
（淋
華
制
）計
り

一
念
三
千
の
玉
を
い
だ
け
り
。
念
三
千
（
一本
側
導
線
）も
我
等

一
分
の
憲
解
も
な
し
。
而
れ
ど
も

脱
自
至
等
ξ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

と
い
ヶ
は
此
の
意
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
有
情
た
る
衆
生
の
間
法
発
心
ｏ
信
心
口
唱
は
理
解
で
き
る
が
、
草
木
に
果
し
て
慮
知
心
が
あ
っ
て
聞
法
信
心
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
。　
一
般
の
常
識
で
は
草
木
に
は
慮
知
心
な
く
無
知
無
覚
で
あ
っ
て
発
心
修
行
す
べ
き
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
法
華
経
め

真
意
よ
り
い
え
ば
一
切
有
心
で
あ
っ
て
常
不
軽
菩
薩
の
礼
拝
の
対
象
は
正
報
た
る
衆
生
ば
か
り
で
な
く
山
川
・
草
木
に
も
亘
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。
ま
し
て
宗
祖
の
成
仏
論
は
有
情
た
る
衆
生
の
み
の
成
仏
に
限
ら
ず
草
木

・
国
土
を
も
摂
し
て
の
全
体
的
成
仏
で
あ
る
。
宗
祖
は

「松
ね
０
な
ば
柏
悦
ぶ
、
芝
枯
る
れ
ば
蘭
泣
く
、
性
♂
き
草
木
す
ら
友
の
喜
び
友
の
歎
き

一
つ
な
り
」
公
一〇
一ハ
五
）
と
い
は
れ
て
い
る
。

非
情
の
草
木
に
智

ｏ
情

・
意
の
存
す
る
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
有
情
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
故
に
草
木
に
も
有
情
の
如
く
慮
知
心
あ

っ
て
聞
法
発
心
ｏ
信
心
修
行
し
て
妙
法
蓮
華
経
の
大
法
を
下
種
し
性
徳
本
有
の
事
具
三
千
の
仏
種
を
開
発
成
仏
す
べ
し
と
す
る
の
が
宗
祖

此
経
は
愚
人
も
仏
因
を
種
ゆ
づ
し
。
不
レ求
二解
脱
一解
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の
草
木
成
仏
論
で
あ
る
。
こ
の
草
木
成
仏
に
つ
い
て
の
具
体
的
説
明
や
現
証
は
遺
文
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
草
木
成
仏
の
下
種

成
仏
論
は
か
く
の
如
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
宗
祖
の
本
懐
で
あ
り
観
心
本
尊
抄
の
終
窮
旨
帰
で
あ
る
。

（註
）
宗
祖
の
御
書
中
に
波
木
井
殿
御
書

（二
一
一
三
）
に
、
吹
く
風
、
ゆ
る
ぐ
木
草
、
流
る
る
水
の
妙
法
口
唱
の
旨
を
説
き
、
無
作
三
身
口
伝
抄

（読
〓

九
）
に
草
木
成
仏
の
具
体
的
事
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
今
こ
れ
ら
を
疑
筆

・
偽
筆
と
し
て
取
上
げ
な
い
。
た
だ
上
野
尼
御
前
御
返
事

（
二
〇
七
五
）

に

「
法
華
経
と
申
す
は
、
手
に
取
れ
ば
其
の
手
が
や
が
て
仏
と
成
り
、
口
に
唱
ふ
れ
ば
其
の
口
即
ち
仏
な
り
。
…
…
…
経
に
云
く
、
若
有
聞
法
者
無

一
不
成
仏
一Ｆ
こ

と
あ
る
文
は
、　
草
木
非
情
の
成
仏
を
わ
れ
ら
が
一
身
の
上
に
お
い
て
論
レ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゎ
れ
ら
人
間
の
心
神

は
有
情
で
あ
り
、
身
体
は
非
情
で
あ
る
。
有
情
の
心
神
が
非
情
の
肉
体
を
生
み
出
し
、
非
情
の
身
体
に
心
神
を
宿
し
色
心

一
如
し
て
い
る
の
が
衆
生

で
あ
る
。
故
に
わ
れ
ら
が
妙
法
蓮
華
経
を
受
持
口
唱
す
れ
ば
、
身
心
同
倶
の
成
仏
で
あ
っ
て
、
手
足

・
髪
爪
等
す
べ
て
悉
く
仏
徳
を
現
じ
相
好
を
具

足
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
ま
こ
と
の
身
心

一
具
の
即
身
成
仏
で
あ
る
。

０
　
木
絵
二
像
開
眼
の
教
法

以
上
の
本
門
事
具

一
念
三
千
の
義
に
よ
る
に
草
木
泥
土
を
以
て
作
成
さ
れ
た
木
像
絵
像
は
単
な
る
偶
像
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
は
皆
本
来

仏
体
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
地
は
本
化
の
四
菩
薩
と
し
て
久
遠
劫
の
間
妙
法
蓮
華
経
の
大
法
を
聞
信
修
行
し
て
い
る
尊
形
で
あ
る
と

拝
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
提
婆
品
の

「
我
見
一一
だ
迦
如
来
一於
二無
量
劫
一難
行
苦
行
積
レ功
累
レ徳
求
二
菩
薩
道
一未
二曾
止
息
こ

と
説
か

れ
て
い
る
の
は
こ
の
意
を
あ
ら
は
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
木
絵
二
像
の
開
眼
供
養
に
は
法
華
経
、
即
ち
草
木
の
仏
種
子
た
る

事
具
三
千
を
説
き
顕
す
本
門
法
華
経
「
殊
に
草
木
の
発
心
修
行
の
下
種
成
仏
を
明
す
八
品
所
顕
の
本
地
の
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

開
眼
供
養
抄
２

四
四
四
）
に
は

御
日
記
の
中
に
釈
迦
仏
の
本
像

一
外
ξ
。
開
眼
の
事
、
普
賢
経
に
云
ぐ
、
此
大
乗
経
典
諸
仏
宝
蔵
、
十
万
三
世
諸
仏
眼
目
等
ξ
。
又
云

く
、
此
方
等
経
是
諸
仏
眼

諸
仏
因
レ是
得
「
ビ
肇
ゴ
ぽ
ン
事
。
…
…
。。■
一身
の
事
、
普
賢
経
に
云
く
、
仏
三
種
身
従
二方
等
一
生
是
大
法

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

印
ニシ一聾
温

槃
海
ヲ・

軋
＆
濠
中
ョど
Ｌ

三
亀
Ｌ
Ｅ
ッ
シ
ヽ
し

曇
ツ
私
本
を
佃
田
ニビ
ぼ
色
３
啓
￥

…
…
い」
の
五
曝

一一身
の
法
門
は
法

華
経
よ
り
外
に
は
全
く
候
は
ず
。
…
…
…
さ
れ
ば
画
像
木
像
の
仏
の
開
眼
供
養
は
法
華
経
、
天
台
宗
に
か
ぎ
る
べ
し
。
其
の
上

一
念
三

千
の
法
門
と
申
す
は
三
種
の
世
間
よ
り
を
こ
れ
り
。
…
…
…
第
二
の
国
土
世
間
と
申
す
は
草
木
世
間
な
り
。
草
木
世
間
と
申
す
は
五
色

の
ゑ
の
ぐ

（絵
具
）
は
草
木
な
り
。

画
像
こ
れ
よ
り
起
る
。

木
と
申
す
は
木

像
是
よ
り
出
来
す
。
此
の
画
木
に
魂
塊
と
申
す
神
を
入

る
る
事
は
法
華
経
の
力
な
り
。
天
台
大
師
の
さ
と
り
な
り
。
此
の
法
門
は
衆
生
に
て
申
せ
ば
即
身
成
仏
と
い
は
れ
、
画
本
に
て
申
せ
ば

草
木
成
仏
と
申
す
な
り
。
止
観
明
静
前
代
未
聞
と
説
か
れ
て
候
と
、
無
情
仏
性
惑
耳
驚
心
等
と
の
べ
ら
れ
て
候
は
是
な
り
。
此
の
法
門

は
前
代
に
な
き
上
、
後
代
に
も
又
あ
る
べ
か
ら
ず
。
設
ひ
出
来
せ
ば
此
の
法
門
を
倫
盗
せ
る
な
る
べ
し
。
然
る
に
天
台
以
後
二
百
余
年

の
後
、
善
無
畏

。
金
剛
智

・
不
空
等
、
大
日
経
に
真
言
宗
と
申
す
宗
を
か
ま
へ
て
、
仏
説
の
大
日
経
等
に
は
な
か
り
し
を
、
法
華
経

・

天
台
の
釈
を
盗
入
れ
て
真
言
宗
の
肝
心
と
し
、
し
か
も
事
を
天
竺
に
よ
せ
て
漢
土

・
日
本
の
末
学
を
証
惑
せ
し
か
ば
皆
人
此
の
事
を
知

ら
ず
、　
一
同
に
信
伏
し
て
今
に
五
百
余
年
な
り
。
…
…
…
此
の
仏
こ
そ
生
身
の
仏
に
て
は
お
は
し
ま
し
候

へ
。

と
い
は
れ
て
い
る
。
こ
の
文
は
観
心
本
尊
抄
の
第
十
九
間
答
の
答
釈
と
同
じ
く
普
賢
経
の
文
を
引
い
て
法
華
経
を
以
て
開
眼
供
養
す
べ
き

旨
を
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
本
尊
抄
の
答
釈
は
天
台
所
談
の
述
門
理
具

一
念
三
千
を
説
き
畢
っ
て
、
宗
祖
内
証
の
十
界
互
具

・

境
智
冥
合
の
本
門
事
具

一
念
三
千
を
以
て
木
絵
本
尊
の
意
神
と
な
す
べ
き
こ
と
を
明
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
今
文
は

「
画
像

・
木
像
の
仏

の
開
眼
供
養
は
法
華
経
、
天
台
宗
に
か
ぎ
る
べ
し
」
と
か
、

「
此
の
画
木
に
魂
暁
と
申
すた枕
ど
入
る
る
事
は
法
華
経
の
方
な
り
。
天
台
大

師
の
さ
と
り
な
り
」
と
か
、
ま
た

「
止
観
明
静
前
代
未
聞
と
説
か
れ
て
候
と
、
無
情
仏
性
惑
耳
驚
心
等
と
の
べ
ら
れ
て
候
は
是
な
り
」
と

か
述
べ
て
、
天
台
の
立
場
を
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
今
の
開
眼
供
養
抄
は

「
建
治
二
年
丙
子
七
月
十
五
日
」
付
の
も
の
で
あ
る
か
ら

　ヽ
当
然

宗
祖
の
内
心
は
本
門
の
立
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
天
台
の
立
場
を
と
っ
て
い
ら
れ
る
か
と
い
へ
ば
こ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
文

中
に
真
言
宗
の
盗
法
を
挙
げ
て
こ
れ
を
破
斥
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宗
祖
当
時
真
言
宗
が
盛
ん
に
草
木
成
仏
の
法
門
を
自
家
独
特
の
教
義
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の
如
く
宣
伝
し
、
本
絵
本
尊
の
開
眼
を
専
行
し
て
い
た
も
の
と
見
え
て
、
宗
祖
は
真
言
宗
喧
伝
の
草
木
成
仏
の
法
門
並
に
木
画
本
尊
の
開

眼
は
、
も
と
も
と
天
台
の
一
念
三
千
よ
り
起
っ
た
も
の
で
真
言
宗
に
全
然
な
い
も
の
、
そ
れ
を
真
言
宗
が
天
台
独
自
の
法
門
を
盗
み
取
っ

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
木
面
本
尊
の
開
眼
供
養
は
真
言
宗
に
さ
せ
て
は
無
益
で
あ
る
、
こ
れ
は
必
ず
天
台
宗
に
よ
り
法
華
経
を
以
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
せ
ら
れ
た
。
即
ち
権
宗
た
る
真
言
を
破
し
て
実
宗
た
る
天
台
を
立
て
ら
れ
た
権
実
相
対
の
説
で
あ
る
。
法
華
骨

目
抄

（五
一一八
）
に
も

「今
の
本
絵
二
像
を
真
言
師
を
以
て
之
を
供
養
す
れ
ば
実
仏
に
あ
ら
ず
権
仏
な
り
。
権
仏
に
も
あ
ら
ず
、
形
は
仏
に

似
れ
ど
も
意
は
本
の
非
情
の
草
木
な
り
。
又
本
の
非
情
の
草
木
に
あ
ら
ず
魔
な
り
鬼
な
り
。
真
言
師
が
邪
義
、
印

・
真
言
と
な
っ
て
木
絵

二
像
の
意
と
な
れ
る
故
に
。
…
…
法
華
を
心
得
た
る
人
、
本
絵
二
像
を
開
眼
供
養
せ
ざ
れ
ば
家
に
主
の
な
き
に
盗
人
が
入
り
、
人
の
死
す

る
に
其
の
身
に
鬼
神
入
る
が
如
し
」
と
あ
る
を
拝
す
れ
ば
、
当
時
の
真
言
の
草
木
成
仏

・
木
絵
開
眼
を
自
家
の
独
専
な
る
如
く
喧
伝
し
た

る
実
状
知
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
理
由
に
よ
っ
て
今
の
開
眼
供
養
抄
の
文
が
述
門
天
台
宗
を
表
面
に
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
非
情
の
草
木

・
木
絵

本
尊
の
意
神
た
る
一
念
三
千
に
お
い
て
は
、
当
然
本
尊
抄
に
既
に
開
説
せ
る
本
門
事
具

一
念
三
千
の
義
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従

っ
て
今
文
に
示
せ
る
木
絵
二
像
の
開
眼
供
養
に
は
、　
一
念
三
千
の
仏
種
を
詮
顕
せ
る
本
地
法
華
経
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
文
中
の

「
法
華
経
」
と
あ
る
の
は
本
地
法
華
経
、

「
天
台
宗
」
と
あ
る
の
は
内
鑑
本
門
の
天
台
と
解
す
べ
き
が
佐
後
の

御
書
と
し
て
至
当
で
あ
る
。
佐
前
の
真
間
釈
迦
仏
供
養
抄

公
含
〓
し
の

法
華
経

一
部
を
御
仏
の
御
六
根
に
読
み
入
れ
ま
い
ら
せ
て
、
生
身
の
教
主
釈
尊
に
な
も
ま
い
ら
せ
、
か
へ
り
て
迎
ひ
ま
い
ら
せ
さ
せ
給

へ
と
い
う
文
も
ま
た
本
尊
抄
の
意
を
以
て
本
地
法
華
経
に
よ
る
開
眼
供
養
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

一
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

二
、
日
隆
聖
人
の
草
木
成
仏
に
対
す
る
所
釈

法
華
宗
再
興
唱
導
師
日
隆
聖
人
（
一
一一一嗽
紅
口
）
の
草
木
成
仏
論
は
本
門
弘
経
抄
中
に
散
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も

要
説
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
詳
細
は
開
述
顕
本
宗
要
集
雑
部
中
の
草
木
成
仏
の
算
の
下
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
今
弘
経
抄
の
所
説
を
参
照
し

，て宗
要
雑
部
の
所
述
を
紹
介
す
る
こ
と
に
ル
よ
う
。

０
・
当
宗
の
草
木
成
仏
の
教
理
的
根
拠

日
隆
聖
人
は
先
づ
草
木
成
仏
の
教
理
的
根
拠
を
挙
げ
て

問
ふ
、
何
れ
の
教
理
に
よ
っ
て
草
木
成
仏
の
義
を
立
つ
る
や

答
ふ
、
総
じ
て
は
雨
前

・
述

・
本

・
涅
槃
の
諸
部
の
円
に
明
す
と
雖
も
、
別
し
て
は
本
門
に
限
る
。
理
は
通
ず
と
雖
も
、
別
し
て
は
天

台
内
鑑
本
理
三
千
の
色
香
中
道
の
理
に
依
る
な
り
。

と
て
ヽ
本
宗
の
草
木
成
仏
の
義
を
立
つ
る
教
理
的
根
拠
を
宗
祖
日
蓮
大
士
の
内
証
妙
解
に
随
っ
て
天
台
内
鑑
の
本
理
の
三
千
、
即
ち
本
因

本
果
本
国
土
依
正
互
融
の
事
具

一
念
三
千
の
理
に
よ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
草
木
成
仏
義
を
立
論
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
次
に

所
以
に
本
化
円
宗
の
所
談
は
顕
本
事
円
の
十
界
界
如
の
事
二
千
を
談
ず
る
故
に
、
本
国
土
妙
の
上
の
非
情
の
草
木
成
仏
何
の
疑
か
あ
ら

一
ん
や
。
髪
を
以
て
解
釈
の
中
に

「此
，炉
法
蓮
華
経
Ｌぎ
本
地
甚
深
之
奥
蔵
也
。
文
．五
ぎ
法
不
可
示
世
間
相
常
住
」
（絃
庵
）
文
。
既
に
世
間

相
常
住
と
云
ふ
、
豊
に
草
木
成
仏
の
義
に
あ
ら
ず
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

と
い
は
れ
て
い
る
。
草
木
成
仏
の
教
義
は
あ
く
ま
で
も
非
情
の
国
土
世
間
に
属
す
る
問
題
で
あ
っ
て
、
本
門
の
意
に
お
い
て
は
本
国
土
た

る
事
相
世
間
の
上
に
論
ず
べ
き
も
の
で
、
隆
師
が

「
此
妙
法
蓮
華
経
者
乃
至
世
間
相
常
住
」
の
文
を
引
用
的
示
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
こ

の
故
に
草
木
成
仏
の
原
理
と
い
う
の
は
本
門
所
詮
の
体
た
る
本
因
果
国
依
正
互
融
の
事
具
三
千
で
あ
る
と
し
、
そ
の
能
詮
の
教
は
本
門
八
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品
所
顕
の
本
地
甚
深
の
奥
蔵
た
る
久
遠
下
種
の
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

０
　
雨
前

ｏ
述
門
の
草
木
成
仏
論
を
評
破
す

日
隆
聖
人
は
草
木
成
仏
に
つ
い
て
論
ず
る
の
に
、
雨
前

・
述
門

・
本
門
の
二
重
に
経
て
こ
れ
を
説
き
、
そ
の
破
立
勝
劣
を
立
て
ら
れ
て

い
る
。
当
門
流
の
意
を
も
っ
て
雨
前

・
述
門
の
草
木
成
仏
論
に
対
し
て
は
当
分

・
跨
節
の
二
意
を
立
て
、
雨
前

・
述
門
に
お
い
て
は
当
分

の
意
を
も
っ
て
す
れ
ば
彼
の
両
部
に
む
草
木
成
仏
の
義
を
談
ず
る
け
れ
ど
も
、
本
門
跨
節
の
立
場
を
も
っ
て
す
れ
ば
彼
等
に
は
真
の
草
木

成
仏
の
義
は
許
す
ご
と
は
で
き
な
い
と
論
破
せ
ら
れ
て
い
る
。

１
、
雨
前
諸
経
の
草
木
成
仏
論
を
評
破
す

先
づ
当
分
の
意
を
む
っ
て
雨
前
諸
経
を
見
れ
ば
、
所
詮
の
理
と
し
て
蔵
通
等
の
四
教
を
説
き
四
教
の
中
の
円
教
に
お
い
て
は
草
木
成
仏

を
明
し
て
い
る
ゎ
一即
ち
中
陰
経
に

二
仏
成
道
シゲ

ニ見
ス
が
多

草ヲ
本
国
喜
Э

目成
専

身
長
丈
六
二シガ
明
遍
雅

り
甘
縁
ζ

＆
妙

冠
卵
猟

と
い
い
、
宝
積
経
に
は

一
切
草
木
樹
林
無
心
シャ
ル
作
．ゴ
如
来
一身
相
具
足
上

と
い
い
一、
ま
た
涅
槃
経
に
は
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
の
旨
を
明
し
て
、
情

・
非
情

一
切
成
仏
す
べ
し
と
説
い
て
い
る
の
は
こ
れ
で
あ

一宏り。然
る
に
本
門
跨
節
の
立
場
よ
り
こ
れ
を
見
れ
ば
、
草
木
成
仏
と
い
う
の
は
十
界
互
具
依
正
互
融
の
事
具
三
千
に
よ
ら
な
け
れ
ば
成
立
し

な
い
も
の
、
従

っ
て
述
門
所
詮
の
理
具
三
千
さ
え
明
し
て
い
な
い
雨
前
諸
経
に
非
情
た
る
草
木
の
成
仏
は
断
じ
て
成
立
し
な

い
の
で
あ

る
。
雨
前
に
既
に
円
理
を
明
し
て
い
る
と
い
う
が
そ
れ
は
実
は
未
開
の
理
で
あ
っ
て
、
未
だ
果
頭
開
顕
の
人
開
会
を
明
さ
な
い
法
開
会
の

但
理
三
諦
の
円
で
あ
り
、
ま
た
雨
前
は
仏
書
に
約
し
て
依
正
不
二
の
旨
を
論
じ
て
い
る
が
、
未
だ

一
念
三
千
を
明
さ
な
い
故
に
依
正
隔
別

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
威
仏
と
木
面
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

の
別
門
に
摂
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
雨
前
諸
教
は
た
だ
仏
議
に
約
し
法
開
会
に
約
し
て
草
木
成
仏
を
論
ず
る
も
の
で
、
本
門

の
立
場
よ
り
こ
れ
を
観
れ
ば
有
名
無
実
の
成
仏
で
あ
る
。

こ
の
雨
前
諸
経
の
所
説
を
天
台
宗
で
は
依
他
心
の
草
木
成
仏
と
い
う
の
で
あ
る
。
蓋
し
こ
れ
非
情
草
木
自
身
の
成
仏
で
は
な
く
、
有
情

た
る
衆
生
が
成
仏
す
る
と
き
、
非
情
の
草
本

。
国
土
も
有
情
の
成
仏
に
随
依
し
て
成
仏
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
中
陰
経
の
文
の
如
く

衆
生
が
仏
と
成
り
己
て
こ
の
仏
の
照
見
に
よ
っ
て
始
め
て
草
木

・
国
土
が
仏
た
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
雨
前
諸
経
に
は
未
だ
三
身

倶
常
を
明
さ
ず
、
法
身
常
住
ｏ
報
応
無
常
と
説
く
故
に
、
た
ま
た
ま
草
木
成
仏
す
と
い
う
も
法
身
如
来
に
約
す
る
本
有
理
性
の
成
仏
で
あ

っ
て
、
米
だ
発
心
修
行
の
道
程
を
経
た
る
修
得
顕
成
の
成
果
で
は
な
い
。
例
へ
ば
彼
の
大
日
経
に
は

詐
散
ぎ
Ｌ
一切
処
．ぎ
与
ッ
帝瘍
ざ
種
ィ々
晴
無
Ｌ
。
阿
宇
ギ
一年
り…
。Ｌ
ら
諸
法
人
向
九
弘
包

徹
話
ン
鷲
書

撮
心
】也

と
い
っ
て
い
る
。
阿
字
第

一
の
命
は
法
身
実
相
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
未
だ
報
命
を
具
足
し
て
い
な
い
も
の
、
こ
の
阿
字
が
一
切
処
に
遍
す

る
故
に
情

・
非
情
皆
遮
那
の
体
で
あ
る
。
こ
の
理
に
由
る
が
故
に
発
心
す
と
い
う
け
れ
ど
も
、
木
石
等
は
此
の
法
身
の
理
を
具
す
る
も
無

心
で
あ
る
。
無
心
な
る
が
故
に
発
心
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
文
は
た
だ
理
遍
を
明
す
の
み
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
が
密
教
所
説
の
草

木
成
仏
で
あ
っ
て
草
木
自
ら
の
発
心
修
行
の
成
仏
で
は
な
い
。

２
、
法
華
逃
門
の
草
木
成
仏
論
を
評
破
す

次
に
法
華
経
透
門
当
分
の
意
を
明
さ
ば
、
今
経
述
門
に
お
い
て
は
人
法
共
に
開
顕
し
て
諸
乗
郎

一
仏
乗
と
会
し
、　
一
念
三
千
を
説
い
て

十
如
是
の
因
果

・
依
正
互
融
を
談
ず
る
故
に
、
十
界
の
情

・
非
情
の
万
法
悉
く
正
了
縁
の
三
因
仏
性
を
具
し
て
皆
悉
く
成
仏
す
べ
き
で
あ

る
。
故
に
非
情
の
草
木

ｏ
国
土
ま
で
も
成
仏
す
べ
き
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
れ
ば
経
に
は

「諸
法
実
相
」
と
い
い
、

「世
間
相
常
住
」

と
明
し
て
い
る
。
諸
法
と
い
い
世
間
相
と
い
う
は
俗
諦
の
十
界
依
正
の
森
羅
万
象
で
あ
る
。
妙
楽
大
師
は

「実
相
ハ
必
ズ
諸
法
、
諸
法
ハ
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必
ズ
十
如
、
十
如
ハ
必
ズ
十
界
、
十
界

ハ
必
ズ
身
土
」

（金
鉾
論
）
と
判
じ
て
い
る
。
十
界
の
諸
法
は
因
果
互
具
し
依
正
互
融
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
金
鐸
論
の
序
段
に

「阿
鼻
ノ
依
正
ハ
全
ク
極
聖
ノ
自
心
二
処
シ
、
毘
慮
ノ
身
土
ハ
凡
下
ノ
一
念
ヲ
途

ヘ
ズ
」
と
い
う
の
は
是
れ

で
あ
る
。
三
千
の
理
体
が
因
に
あ
っ
て
は
正
了
縁
の
三
因
仏
性
で
あ
り
、
果
に
至
っ
て
は
法
報
応
の
三
身
如
来
で
あ
る
。
こ
の
故
に
非
情

の
草
本
国
土
も
理
性
に
三
因
仏
性
を
具
し
、
三
身
如
来
の
功
徳
を
備

へ
て
必
ず
仏
果
を
成
就
し
仏
徳
を
顕
備
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
こ

こ
を
止
観
の
一
（和
林
升
）
に
は

「
一
色

一
乱
Ｆ
レシ非
弔
道
ご

と
，
い
、
輔
行
の
一
（和
林
四一
吐
）
に
は

「
世
人
威
．ぎ
一ラ
イ
略
無
情
仏
性
惑
耳
驚

心
」
と
標
し
て
、
十
義
を
も
つ
て
無
情
有
仏
性
の
義
を
談
じ
て
草
木
成
仏
の
旨
を
顕
し
、
ま
た
金
鉾
論

一
巻
の
始
末
、
就
中
四
十
六
重
の

問
答
は
皆
非
情
無
仏
性
の
義
を
破
し
て
、
非
情
有
仏
性
の
義
を
立
て
草
木
成
仏
を
論
証
せ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
本
門
跨
節
の
立
場
よ
り
こ
れ
を
顧
れ
ば
、
述
門
の
理
具
三
千
は
十
界
互
具
す
と
い
へ
ど
も
、
第
十
の
仏
界
す
で
に
果
頭
未
開
に

し
て
始
覚
無
常
の
土
民
で
あ
り
、
ま
た
依
正
互
融
す
と
い
へ
ど
も
陰
生
土
三
世
間
中
の
国
土
世
間
未
開
無
常
の
故
に
、
名
は
一
念
三
千
で

あ
る
が
義
に
お
い
て
は
真
の
一
念
三
千
で
は
な
い
。
宗
祖
が
十
章
抄

盆
ハ
七
五
）
に

一
念
三
千
と
申
す
事
は
述
門
に
す
ら
な
を
許
さ
れ
ず
、
何
に
況
や
雨
前
に
分
絶
え
た
る
事
な
り
。　
一
念
三
千
の
出
処
は
略
開
二
の
十
如

実
相
な
れ
ど
も
義
分
は
本
門
に
限
る
。
雨
前
は
述
門
の
依
義
判
文
、
述
門
は
本
門
の
依
義
判
文
な
り
。
但
真
実
の
依
文
判
義
は
本
門
に

限
る

、と
い
う
の
是
れ
で
あ
る
。

ま
た
述
門
の
成
仏
は
理
性
法
身
に
約
す
る
成
仏
で
あ
っ
て
、
法
身
常
住

ｏ
報
応
無
常
な
る
故
に
、
こ
れ
所
依
常
の
草
木
成
仏
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
述
門
の
草
木
成
仏
を
天
台
宗
で
は
共
依
心
の
草
木
成
仏
と
い
う
の
で
あ
る
。
蓋

し

こ
れ
情
非
情
不
二
。
依
正
互
融
の
故

に
、
有
情
の
衆
生
成
仏
は
非
情
の
成
仏
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
非
情
の
草
木
成
仏
は
有
情
の
成
仏
に
依
ら
な
け
れ
ば
成
立
し
な

い
も
の
、
有
情

・
非
情
共
に
依
正
互
具
の
一
念
三
千
に
由
る
成
仏
で
あ
る
か
ら
、
情
非
情
い
づ
れ
も
そ
れ
自
身
独
立
の
成
仏
を
な
し
得
ら

草
木
成
仏
と
木
面
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

一
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
理
具
三
千
に
由
る
が
故
に
発
心
修
行
の
修
得
成
仏
で
な
く
理
性
本
有
の
性
徳
成
仏
た
る
所
以
で
あ
る
。
こ

こ
を
以
て
開
目
抄
（講
一一ノ、五
）
に

し
か
り
と
い
へ
ど
も
い
ま
だ
発
述
顕
本
ぜ
ざ
れ
ば
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
、
水
中
の
月
を
み

る
が
ご
と
く
、
根
な
し
草
の
波
の
上
に
浮
べ
る
に
た
り

と
い
は
れ
た
の
で
あ
る
。

０
　
木
門
所
談
の
草
木
成
仏
義

本
門
の
意
は
開
述
顕
本
の
義
を
も
っ
て
そ
の
命
と
す
る
故
に
、
述
門
所
詮
の
理
具
三
千
の
実
相
を
開
し
て
本
因
本
果
本
国
土
依
正
互
融

の
事
具
三
千
の
妙
法
を
顕
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
滅
後
流
通
の
辺
よ
り
い
へ
ば
と
り
も
な
を
さ
ず
天
台
外
宜
の
述
理
三
千
の
止
観
を
開

し
て
、
天
台
内
鑑
密
本
の
事
具
三
千
の
止
観
を
顕
す
意
で
あ
る
。
開
目
抄
（齢
一一′、規
）
の

「
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の

九
界
に
備
は
り
て
、
真
の
十
界
互
具

・
百
界
千
如

・
一
念
三
千
な
る
べ
し
」
の
文
、
及
び
本
尊
抄
（凱
一一一軌
八
）
の

ス
「本
時
ノ
娑
婆
世
界

ハ
乃
至
此
レ
即
チ
己
心
ノ
三
千
具
足

・
三
種
ノ
世
間
ナ
リ
」
の
文
は
、
こ
の
事
具
三
千
を
釈
成
す
る
も
で
あ
る
。

さ
て
本
門
に
お
け
る
草
木
成
仏
は
こ
の
事
具
三
千
の
法
体
、
即
ち
本
因
本
果
の
十
界
互
具
、
本
因
本
果
本
国
土
の
依
正
互
融
の
事
円
実

相
を
基
本
と
し
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
事
具
三
千
の
法
体
と
は
本
仏
釈
尊
が
久
遠
成
道
の
本
時
に
法
界
三
千
の
理
法
を
我
が
己
心
に
証

得
し
て
証
法
と
し
、
こ
れ
を
更
に
法
界
の
万
法
と
し
て
事
現
荘
厳
し
て
事
法
と
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
消
息
を
解
明
せ
ん
と
せ
ら

れ
た
の
が
本
尊
抄
（凱
一一面
四
）所
引
の

「讐
如
国
王
」
等
の
無
量
義
経
の
文
で
あ
り
、
ま
た
同
抄
（軌
一一一軌
七
）
引
用
の

「
当
レ
知
身
土

一
念

三
千
故
成
道
時
称
二此
本
理
■

身

一
念
遍
二於
法
界
こ

の
輔
行
五
（
一和
琳
五
中
）
の
文
で
あ
る
。
さ
れ
ば
法
界
の
森
羅
万
象
、
情
非
情
を
問

は
ず

一
法
と
し
て
本
仏
釈
尊
の
色
心
の
顕
現
で
あ
り
事
相
荘
厳
の
生
身
舎
利
に
あ
ら
ざ
る
も
の
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
説
示
し
た
も
の
が

既
に
出
せ
る
提
婆
品
の

「観
三
千
大
千
世
界
」
手
の
文
で
あ
る
。
本
門
弘
経
抄
四
三
（
一隆
埼
五
）
に
は
以
上
の
趣
旨
を
至
極
巧
妙
に
而
も
平
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易
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
云
く

伝
に
云
く
、
妙
法
蓮
華
経
は

一
念
三
千
な
り
。
三
千
と
は
陰
生
土
依
正
互
具
の
体
な
り
。
…
…
…
此
の
時
は
此
の
三
千
大
千
世
界
の
依

正
三
報
、
皆
悉
く
釈
尊

ｏ
上
行
の
色
心
な
り
。
是
れ
妙
法
蓮
華
経
な
り
“
此
の
三
千
、
事
に
周
遍
し
て
互
に
九
界
を
益
し
、
互
に
母
と

な
り
父
と
な
り
、
衣
食

ｏ
財
宝
と
な
っ
て
衆
生
を
益
す
。
是
れ
最
上
の
仏
恩
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
¨

其
の
証
如
何
、
答
ふ
、
今
の

「
世
尊
大
恩

ガ
一
希
有
事
一憐
慈
教
化
利
二益

弾
等
こ

等
は
是
れ
な
り
。
―
…
本
門
寿
量
品
の
三
世
益
物

は
依
正
三
千
に
し
て
釈
尊

一
仏
の
仏
恩
な
り
。　
故
に
寿
量
品
を
提
婆
品
に
移
し
て
云
く
、

「智
積
菩
薩
言
我
見
二釈
迦
如
来
一於
二無
量

劫
一難
行
苦
行
乃
至
為
二衆
生
一故
、
然
．繹
乃
得
レ下，
成
．ニズル■ぎ
提
道
こ

多
〓。
寿
量
品
に
云
く
、

「
我
成
仏

テ
団
来
復
過
二於
此
一百
千
万
億

那
由
他
阿
僧
祗
劫
。

自
二従
是
一来
我
常
在
二此
娑
婆
世
界
一乃
至
教
化

ダ
ト
入
ラニ仏
道
こ

文
。
　
三
世
益
物
の
医
師
の
讐
ξ
。

「
我
亦
為

世
父
」
乃
至

ヌ
「此
三
界
皆
是
我
有

其
中
衆
生
悉
是
吾
子
」
文
。
有
と
は
三
千
の
国
土
、
子
と
は
二
五
七
九
の
九
法
界
な
り
。

此
の

依
正
も
皆
釈
尊

一
仏
の
示
現
に
し
て
益
物
の
故
に
大
願
を
発
し
、
日
月
と
も
成
り
草
木

・
国
土
と
も
善
男
善
女
ど
し
成
り

て
物

を
益

す
。
其
の
大
恩
、
諸
仏
に
勝
る
る
こ
と
百
千
万
倍
な
り
。

と
。
法
界
の
依
正
万
法
悉
く
本
仏
所
証
の
事
具
三
千
の
荘
厳
、
釈
尊
慈
悲
の
示
現
の
功
徳
な
る
こ
と
を
諒
す
べ
き
で
あ
る
。

．
す
で
に
法
界
の
万
法
、
事
具
三
千
の
妙
法
な
れ
ば
、
依
正
互
融

・
情
非
情
不
二
な
る
故
に
、
釈
尊

・
上
行
即
土
地
草
木
、
土
地
草
木
即

釈
尊

・
上
行
で
あ
る
。
宗
要
集
雑
部
、
草
木
成
仏
の
項
に
云
く

此
の
久
遠
本
地
の
依
正
、
三
世
間

一
体
不
二
に
し
て
、
依
即
是
正
、
正
即
是
依
な
る
故
に
、
依
正
不
二
の
正
報
の
方
よ
り
照
見
す
れ
ば

本
因
本
果
十
界
久
遠
の
本
身
は
釈
尊

・
上
行
な
り
。
又
依
正
不
二
の
本
国
土
妙
依
報
の
方
よ
り
照
見
す
れ
ば
本
果
釈
尊

・
本
因
上
行
九

法
界
も
本
国
土
妙
の
土
地
草
木
、
本
来
所
具
の
当
体
蓮
華
の
妙
法
自
受
法
楽
の
本
因
妙
名
字
信
行
初
発
菩
提
心
の
土
地
草
木
、
地
水
火

風
に
し
て
上
行
等
の
四
菩
薩
な
り
、
故
に
地
涌
菩
薩
と
云
ふ
。
計
り
知
ん
ぬ
、
上
行
等
の
四
菩
薩
と
云
ふ
は
草
木
が
発
心
修
行
し
て
仏

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

に
成
る
異
名
な
り

と
。
か
く
の
如
く
万
法
が
事
具
三
千
を
具
し
て
依
正
不
二
な
れ
ば
、
正
報
の
本
因
本
果
の
釈
尊
上
行
と
依
報
の
土
地
草
木
と
一
体
不
二
の

成
仏
と
成
る
。
故
に
依
報
の
草
木
も
本
因
本
果
を
具
し
、
他
の
正
報
た
る
聖
衆
の
証
悟
照
見
の
力
を
借
ら
ず
し
て
、
草
木
独
立
し
て
発
心

修
行
し
以
て
久
遠
成
道
を
遂
ぐ
る
の
で
あ
る
。
草
木
に
本
因
妙
を
具
す
る
が
故
に
草
木
自
ら
事
相
に
発
心
修
行
し
、
ま
た
草
木
に
本
果
妙

を
具
す
る
が
故
に
草
木
自
ら
成
道
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
草
木
独
立
の
成
仏
で
あ
り
草
木
自
依
心
の
成
仏
で
あ
り
、
こ
れ
が
真
の
事
相

修
得
の
草
木
成
仏
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
非
情
の
草
本
に
本
仏
釈
尊

・
本
化
上
行
が
存
す
る
。
さ
れ
ば
隆
師
は

釈
尊
も
久
遠
の
本
行
菩
薩
道
の
時
に
、
此
の
界
の
本
国
土
妙
の
大
地
よ
り
涌
出
し
た
ま
ふ
故
に
、
提
婆
品
の

「観
三
千
大
千
世
界
」
己

下
の
文
の
如
く
、
釈
尊
の
御
身
は
草
木
土
地
な
り
。
之
よ
り
上
行
等
の
四
菩
薩
は
従
地
涌
出
す
る
故
に
、
法
界
土
地
の
地
水
火
風
、
即

ち
上
行
等
の
四
菩
薩
な
り
。
…
…
…
久
遠
成
道
の
本
果
釈
尊
、
本
因
上
行
ば
か
り
草
木
成
仏
の
仏
菩
薩
な
り
。
是
れ
即
ち
草
木
成
仏
の

本
尊
な
り
（宗纏
部）

と
い
は
れ
て
い
る
。
文
中
の
釈
尊

ｏ
上
行
を
以
て
草
木
成
仏
の
本
尊
な
り
と
い
う
の
は
、
こ
れ
究
克
の
宗
義
よ
り
す
れ
ば
総
別
二
義
の
中

に
は
別
体
本
尊
で
あ
っ
て
、
総
体
本
尊
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
体
内
所
開
で
あ
る
。
こ
の
故
に
隆
師
は
こ
の
文
に
つ
づ
い
て
次
に

涌
出
品
の
初
に
仏
滅
後
の
木
画
二
像
開
眼
供
養
の
本
尊
と
唱
導
と
を
ば
、
止
善
男
子
等
と
云
っ
て
前
三
後
三
の
六
釈
の
意
を
以
て
述
化

他
方
に
付
せ
ず
、
上
行
等
ば
か
り
に
付
す
る
な
り
。
故
に
当
宗
の
本
門
三
大
秘
法
は
草
木
成
仏
の
本
尊

な
り
。
草
木
受
戒
の
戒
壇
な

り
。
草
木
口
唱
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
り
。
此
の
三
大
秘
法
の
総
体
は
本
地
の
妙
法
蓮
華
経
な
り
。
…
…
…
以
要
言
之
の
要
法
は

草
木
成
仏
の
本
尊
に
し
て
、
滅
後
の
本
画
二
像
開
眼
供
養
の
本
尊
な
り
と
云
ふ
こ
と
疑
ひ
な
き
も
の
な
り
。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
実
に
当
家
本
尊
義
の
極
説
で
あ
る
。
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四
　
草
本
の
発
心
修
行
の
事
相
成
仏

さ
き
に
述
べ
た
剤
漢

・
伝
教
乃
至
宝
地
房
等
の
天
台
家
に
論
ず
る
草
木
成
仏
義
は
述
門
所
詮
の
理
具

一
念
三
千
の
教
理
を
基
盤
と
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、

「
成
仏
と
は
発
心
修
行
に
あ
り
故
に
草
木
成
仏
は
発
心
修
行
の
成
仏
な
り
」
と
称
す
る
け
れ
ど
も
、
結
局
は
草
木
の

理
具
性
徳
の
成
仏
で
あ
っ
て
、
未
だ
草
木
の
発
心
修
行
の
事
成
修
徳
の
成
仏
で
は
な
い
。

天
台
大
師
は
摩
訂
止
観

一
（齢
一師
隆
一
八
四
）
の
発
大
心
の
下
に
、
質
多

・
Ｐ
ガ
Ⅳ

・
好
禦
Ⅳ
の
三
心
を
分
別
し
て
、
カ
リ
ダ

・
イ
リ
ダ
の

二
心
を
簡
ん
で
専
ら
質
多
心
を
も
っ
て
発
菩
提
心
の
基
本
と
し
て
い
る
。
即
ち

今
非
ヲ
簡
ブ
ト
ハ
積
衆

・
草
木
等
ノ
心
ヲ
簡
ブ
コ
ト
専
ラ
慮
知
ノ
心
二
在
ル
ナ
リ

と
い
う
。
質
多
と
は
訳
し
て
慮
知
の
心
を
い
い
、
衆
生
の
有
す
る
第
六
識
た
る
思
慮
分
別
の
心
で
あ
り
、
カ
リ
ダ
は
訳
す
れ
ば
非
情
た
る

草
本
の
心
で
あ
り
、
イ
リ
ダ
は
積
衆
精
要
の
心
、
即
ち
物
質
に
宿
る
精
要
心
、
俗
に
い
う

「
も
の
の
精
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
止

観
の
行
人
は
質
多
の
慮
知
心
を
も
っ
て
発
心
す
べ
き
も
の
、
い
い
か
え
れ
ば
止
観
修
行
の
機
は
慮
知
心
あ
る
衆
生
で
あ
っ
て
、
非
情
の
草

木
や
物
質
は
止
観
修
行
の
機
で
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
何
故
で
あ
る
か
と
い
へ
ば
輔
行
（
一同
社
五
）
に
は
　
　
　
　
　
，
　

一

凡
ソ
豚
レ
有
情
ハ
皆
悉
ク
発
ス
ル
ニ
堪
ヘ
タ
リ
。
是
ノ
故

二
但
ダ
積
衆

・
草
木
ヲ
簡
ブ
。
ニ
ハ
心
卜
名
ク
ト
雖
モ
此
ノ
発

ナ
キ
故

ナ

リ
。
諸
ノ
衆
生
ハ
無
始
ヨ
リ
横
マ
マ
ニ
計
ス
ル
ヲ
以
テ
ス
。
此
ノ
横
計
ヲ
指
ス
ニ
即
チ
発
ス
ベ
キ
故
ナ
リ
。

と
い
っ
て
い
る
。
即
ち
菩
提
心
を
発
す
心
と
い
う
の
は
有
情
が
有
す
る
慮
知
心
で
あ
っ
て
、
草
木
に
宿
っ
て
い
る
心
や
物
質
に
内
在
す
る

精
要
心
で
は
な
い
。
衆
生
は
能
く
発
心
す
る
が
、
物
質
や
草
木
で
は
心
を
存
し
て
い
て
も
発
心
す
る
こ
と
は
な
い
。
伺
故
か
と
い
う
に
衆

生
は
無
始
よ
り
，こ
の
か
た
種
々
ほ
し
い
ま
ま
に
執
着
し
て
来
て
い
る
、
こ
の
執
着
心
が
あ
る
か
ら
ま
た
却
て
発
心
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
，

天
台
家
は
法
華
経
中
述
門
を
も
っ
て
正
意
と
し
、
述
門
所
詮
の
理
具
三
千
を
以
て
依
正
万
法
の
所
具
と
す
る
。
一正
了
縁
の
三
因
仏
性
の

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
神
に
つ
い
て
意
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

実
体
は
理
具
三
千
で
あ
っ
て
三
因
は
不
三

一
体
で
あ
る
け
れ
ど
も
理
性
本
具
の
正
因
仏
性
を
根
本
と
し
て
草
木
成
仏
を
論
ず
る
か
ら
、
そ

れ
は
単
な
る
理
具
性
徳
の
成
仏
で
あ
る
。
こ
の
故
に
止
観
の
三
千
観
に
お
い
て
は
衆
生
慮
知
の
事
心
を
も
っ
て
発
心
と
し
、
草
本
国
土
の

理
心
を
簡
ん
だ
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
天
台
家
に
依
正
互
融

一
体
不
二
の
旨
を
論
じ
て
い
る
が
、
実
際
の
止
観
修
行
に
は
有
情

・
非
情
の
別

を
立
て
て
非
情
を
簡
ぶ
故
に
、
実
に
は
草
木
の
発
心
修
行
の
成
仏
を
ば
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
本
門
正
意
の
当
家
に
お
い
て
は
前
述
の
如
く
、
草
木
成
仏
の
基
本
的
原
理
は
本
門
所
詮
の
法
体
た
る
事
具
三
千
で
あ
る
。
事

具
三
千
は
本
仏
釈
尊
が
行
菩
薩
道
の
本
時
に
己
心
本
具
の
三
千
即
ち
本
理
の
三
千
を
証
得
し
、
こ
の
内
証
の
三
千
を
も
っ
て
十
法
界
の
依

正
万
法
に
示
現
し
荘
厳
し
た
の
が
い
は
ゆ
る
随
縁
事
円
の
三
千
実
相
で
あ
る
。
こ
の
故
に
提
婆
品
の

「観
三
千
大
千
世
界
」
ξ
の
文
の
如

く
、
こ
の
法
界
の
森
羅
万
象
は
本
仏
釈
尊
の
本
行
菩
薩
道
時
の
身
心
を
捨
て
て
示
現
し
た
も
う
た
分
身
の
舎
利
で
あ
り
、
法
界
全
体
は
本

仏
釈
尊
所
住
の
常
寂
光
土
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
本
仏
に
よ
っ
て
証
得
さ
れ
た
釈
尊
内
証
の
本
理
の
三
千
は
依
正
不
二
、
情
非
情

一
体
、
常
同
の
実
相
で
あ
る
が
、
本
仏
の
内

証
よ
り
法
界
の
現
象
界
に
随
縁
示
現
さ
れ
た
万
法
は

「
三
千
世
間
依
正
宛
然
齢
ガ
法
楽
」
（伝
壼
ド
し

の
依
正
宛
然
の
常
別
の
事
相
世
界

で
あ
る
。
即
ち
十
界
の
正
報
た
る
聖
衆
と
依
報
た
る
草
本
国
土
と
依
正
不
二
の
上
の
而
二
の
世
界
、
依
正
万
法
各
々
自
受
法
楽
の
当
体
蓮

華
の
常
寂
光
土
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
こ
の
十
法
界
は

「彼
々
三
千
互
．圧
ハル
が
醜
』

（柿
晰
伍
姓
）
で
、
本
因
果
国
依
正
互
融
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
本
国
土
た
る
草
木
世
間
に
も
本
果
の
釈
尊
、
本
因
の
上
行
が
存
し
て
い
て
、
草
木
の
本
果
妙
釈
尊
は
草
本
の
本
因
上
行
九
法
界

の
衆
生
の
た
め
に
草
木
成
仏
の
本
説
法
を
な
し
、
草
木
の
上
行
九
法
界
の
衆
生
は
草
木
釈
尊
の
草
木
成
仏
の
本
説
法
を
聴
聞
し
て
本
因
妙

名
字
の
信
行
を
な
し
て
菩
薩
道
を
修
し
て
自
受
法
楽
す
る

の
で
あ

る
。
こ
れ
が
寿
量
品
に
明
す

「
我
此
土
安
穏
天
人
常
充
満
乃
至
宝
樹

多
二花
果
一衆
生
所
二極
楽
こ

と
い
う
自
受
用

・
他
受
用
の
万
徳
荘
厳
の
本
国
土
寂
光
娑
婆
の
消
息
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
を
更
に
進
め
て
考
え
て
み
れ
ば
、
草
木
自
身
が
法
界
本
理
の
三
千
を
証
得
し
て
こ
れ
を
具
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
本
仏
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釈
尊
の
大
慈
悲
に
よ
っ
て
具
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
非
情
の
草
木
国
土
の
み
で
な
く
有
情
の
聖
衆
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
故
に
一
念
に
三
千
を
具
足
し
て
い
る
と
い
へ
ど
も
、
そ
れ
は
自
ら
の
修
行

・
証
得
に
よ
る
後
天
的
修
得
の
仏
体
で
は
な
く
て
、
衆
生

や
草
木
自
身
に
と
っ
て
本
来
法
面
具
足
の
先
天
的
性
徳
の
仏
種
で
あ
る
。

「
仏
種
従
二縁
起
一是
故
説
ユ

乗
こ

で
こ
の
先
天
的
性
徳
の
仏

種
を
自
覚
し
こ
れ
を
開
発
せ
し
む
べ
き
教
縁
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
が

一
念
三
千
の
仏
種
を
内
包
せ
る
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
。
こ
の
故
に

草
木
成
仏
の
教
主
た
る
草
木
の
本
仏
釈
尊
は
草
木
を
し
て
本
有
性
徳
の
事
具
三
千
の
仏
種
を
開
発
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
本
門
八
品
を
説

い
て
久
遠
下
種
の
妙
法
蓮
華
経
を
開
顕
し
、
こ
れ
を
草
木
の
発
心
修
行
の
上
行
菩
薩
に
付
嘱
し
、
も
っ
て
滅
後
末
法
の
草
木
の
衆
生
に
下

種
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
日
降
聖
人
は

本
門
八
品
上
行
要
付
は
草
木
成
仏
の
釈
尊
、
草
木
成
仏
の
所
覚
の
三
大
秘
法
を
以
て
、
草
本
の
因
行
た
る
上
行
に
付
し
、
滅
後
草
木
の

信
者
に
授
与
せ
も
め
ん
が
為
な
り
。
故
に
滅
後
の
仏

・
菩
薩
の
蓋
像

・
木
像
の
開
眼
供
養
は
本
門
八
品
上
行
付
嘱
の
本
尊
に
限
る
べ
き

も
の
外槍ツ。
（綜
腰
）

と
明
さ
れ
て
い
る
。

上
来
述
べ
た
如
く
真
の
草
木
の
発
心
修
行
の
成
仏
は
本
門
八
品
所
顕
の
久
遠
下
種
の
妙
法
蓮
華
経
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
草
木

自
身
が
妙
法
蓮
華
経
の
乗
種
を
聞
法
下
種
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
己
心
本
具
性
徳
の
事
具
三
千
の
種
子
を
自
覚
し
発
心
信
行
し
て
始
め
て

成
仏
を
遂
げ
得
ら
る
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
日
隆
聖
人
の
草
木
成
仏
に
対
す
る
独
自
の
解
説
で
あ
っ
て
、
こ
れ
実
に
草
木
成
仏
の
終
窮
究
克
の
極
説
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ

て
始
め
て
草
本
の
発
心
修
行
の
事
相
成
仏
及
び
草
木
自
依
心
の
独
立
成
仏
が
明
了
と
な
り
、
ま
た
草
木
成
仏
の
教
経
、
草
木
成
仏
の
本
尊

並
び
に
本
絵
二
像
開
眼
供
養
の
真
意
も
解
明
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
隆
師
に
は
こ
の
外
に
な
お
草
木
成
仏
に
関
す
る
解
説
が
存
す
る

が
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
開
述
顕
本
宗
要
集
雑
部
の
草
木
成
仏
の
項
を
披
見
せ
ら
れ
た
い
。

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

-45-



草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

結

論

わ
が
宗
祖
日
蓮
大
士
が

天
台

・
伝
教
等
の
御
時
は
理
な
り
、
今
は
事
な
り
。

一
殊
な
り
こ
と
な
り

（二
一
〇
一３

彼
は
述
門
の
一
念
三
千
、
此
は
本
門
の
一
念
三
千
な
り
。
天
地
は
る
か
に

と
い
は
れ
て
い
る
如
く
、
彼
の
天
台
宗
は
法
華
経
に
依
っ
て
立
宗
す
と
い
へ
ど
し
、
述
門
を
正
意
と
す
る
故
に
述
門
所
詮
の
理
具
一
念
三

千
の
理
法
を
も
っ
て
草
木
成
仏
の
原
理
と
し
、
わ
が
法
華
宗
は
法
華
経
に
お
い
て
し
本
門
を
も
っ
て
正
意
と
す
る
故
に
本
門
所
詮
の
事
具

三
千
の
法
体
を
も
っ
て
草
木
成
仏
の
原
理
と
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
述
べ
来
っ
た
剤
漢
・
伝
教
・
智
証
ｏ
良
源
ｏ
忠
尋
・
証
真
等
何
れ
も

天
台
大
師
創
発
の
一
念
三
千
・
三
諦
円
融
の
思
想
を
基
盤
と
し
て
非
情
仏
性
・
草
木
成
仏
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
と
こ
ろ
先
づ
剤
漢
大
師
は
有
情
非
情
悉
有
仏
性
の
義
を
立
て
、
主

と

し

て
華
厳
宗
の
有
情
仏
性

・
非
情
法
性
の
義
を
論
破
し

た
。
華
厳
宗
で
は
有
情
は
仏
性
を
具
し
非
情
は
法
性
は
具
す
る
が
仏
性
は
具
し
て
い
ず
ヽ
仏
性
に
は
覚
知
の
能
力
あ
る
も
法
性
は
覚
知
の

力
用
は
な
い
、
こ
の
故
に
非
情
の
草
木
等
は
不
成
仏
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
剤
漢
は
法
性
と
仏
性
と
は
同

一
真
如
で
あ
っ
て
た

だ
呼
称
の
相
違
で
あ
る
。
真
如
が
諸
法
に
在
る
と
き
は
法
性
と
か
実
相
と
か
称
も
、
真
如
が
衆
生
に
具
す
る

・
と
き
仏
性
と
名
づ
け
ら
れ
る

の
で
ぁ
る
。
こ
の
仏
性
に
は
理

・
智

・
用
の
三
性
を
具
し
て
い
る
か
ら
、
正
了
縁
の
三
因
仏
性
と
い
う
。
正
因
は
仏
性
の
理
体
、
了
因

“

縁
因
の
二
仏
性
は
理
体
の
正
因
を
開
発
顕
成
せ
ん
と
す
る
力
用
で
あ
っ
て
、
こ
の
正
因
の
体
と
了
縁
の
用
と
は
体
用
不
二
一
体
で
あ
る
。

有
情

・
非
情
共
に
同

一
真
如
を
具
も
三
因
仏
性
を
備

へ
て
い
る
故
に
両
者
倶
に
成
仏
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
非
情
の
み
無
仏
性
と
説
く
の
は

浅
識
短
見
で
あ
る
と
破
斥
し
た
の
で
あ
る
。

次
の
伝
教
大
師
に
お
い
て
も
立
論
の
根
拠
は
剤
漢
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
剤
漢
は
主
と
し
て
華
厳
宗
の
非
情
無
仏
性
の
義
に
対
し
て
非
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情
有
仏
性
の
義
を
立
て
た
の
で
あ
る
が
、
伝
教
は
法
相
宗
の
五
性
各
別
説
に
対
し
て
真
向
か
ら
法
華
経
の
一
性
成
仏
説
を
主
張
し
た
の
で

あ
る
。
法
相
宗
は
仏
性
に
理
・
行
の
二
が
あ
り
、
理
仏
性
は
真
如
そ
の
も
の
で
た
だ
万
法
の
依
止
所
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
こ
れ
に
は
覚

照
の
徳
用
は
な
い
。
行
仏
性
は
覚
知
の
功
能
を
有
し
て
い
て
仏
徳
を
顕
成
す
る
が
万
法

一
切
に
普
遍
で
は
な
い
、
勿
論
こ
れ
は
非
情
に
は

具
す
る
こ
と
な
く
有
情
に
お
い
て
も
二
乗
性
の
者

・
本
来
無
性
の
間
提
に
は
具
へ
て
い
な
い
。
こ
の
行
仏
性
を
具
へ
る
者
は
菩
薩
性
の
者

ど
三
乗
不
定
性
の
者
の
み
で
あ
る
説
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
伝
教
大
師
は
真
如
は
単
な
る
万
法
の
依
止
所
の
み
で
な
く
、
万
法
を

随
縁
縁
起
し
て
万
法
に
具
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
こ
の
真
如
は
理
ｏ
行
の
二
仏
性
、
正
了
縁
の
三
因
仏
性
で
あ
る
。
二
仏
性
は
不
二
一

体
、
三
因
は
不
三
一
如
で
あ
る
か
ら
、
有
情
非
情
悉
有
仏
性
で
二
乗
も
聞
提
も
草
木
も
成
仏
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
剤
漢
・
伝
教
に
お
け
る
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
の
仏
性
は
天
台
大
師
証
発
の
一
念
三
千
即
ち
述
門
所
詮
の
実
相
に
外
な
ら
な
い
。
た

だ
彼
等
は
華
厳

・
法
相
と
い
う
縁
起
論
系
の
教
理
に
対
論
し
た
の
で
天
台
に
な
か
っ
た
真
如
随
縁
の
義
を
出
し
て
真
如
に
不
変

¨
随
縁
の

二
面
あ
る
こ
と
を
説
い
て
非
情
仏
性
の
義
を
あ
ら
は
し
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

次
の
智
証
大
師
に
至
っ
て
は
密
教
の
立
場
か
ら
無
情
成
仏
の
義
を
立
て
て
い
る
が
、
そ
の
思
想
的
根
拠
は
や
は
り
天
台
の
一
念
三
千
で

あ
る
。
彼
は
一
念
三
千
の
理
体
を
大
日
如
来
と
し
情
非
情

一
切
は
大
日
如
来
の
金
胎
両
部
よ
り
出
生
し
た
も
の
、
故
に
一
切
は
大
日
如
来

に
帰

一
す
る
こ
と
に
お
い
て
成
仏
す
る
の
で
あ
る
と
い
っ
て
、
三
密
加
持
の
事
相
を
以
て
し
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
事
相
事
業
を

主
張
し
た
こ
と
が
後
の
草
木
の
理
性
成
仏
の
上
に
発
心
修
行
の
事
相
成
仏
を
唱
へ
出
す
根
拠
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
故
に
次
の
慈
慧
良
源
に
至
れ
ば
、
特
に

「草
本
発
心
修
行
成
仏
記
」
と
名
り
出
し
、
理
性
の
草
木
成
仏
論
よ
り
一
歩
進
ん
で
草
木

の
発
心
修
行
の
事
相
成
仏
を
唱
へ
出
し
た
と
こ
ろ
に
そ
の
進
展
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
言
の
み
で
内
容
に
至
っ
て
は
従
来
の
理
性

論
に
過
ぎ
ず
、
具
体
的
な
草
本
の
発
心
修
行
の
面
が
説
か
れ
て
い
な
い
の
が
天
台
教
学
の
域
を
出
で
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
の
東
陽
房
忠
尋
に
し
て
も
室
地
房
証
真
に
し
て
も
従
来
の
草
木
成
仏
説
を
整
理
す
る
に
過
ぎ
ず
、
草
木
の
発
心
修
行
の
事
相
成
仏
を

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

説
か
ん
と
す
る
意
欲
は
見
え
る
が
そ
の
明
了
な
る
論
理
は
な
い
。
こ
れ
台
家
の
理
具
三
千
の
法
を
根
拠
と
す
る
草
木
成
仏
論
な
る
証
拠
で

あ
る
。

さ
て
わ
が
法
華
宗
宗
祖
日
蓮
大
士
に
至
っ
て
は
、
天
台
宗
所
談
の
述
門
理
具

一
念
三
千
義
の
上
に
更
に
本
門
事
具

一
念
三
千
義
を
立
て

情
非
情

一
切
成
仏
の
原
理
と
せ
ら
れ
た
。
こ
の
故
に
草
木
成
仏
も
こ
の
法
体
に
よ
る
成
仏
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
非
情
の
草

本
国
土
と
い
へ
ど
も
本
仏
の
無
量
劫
に
お
け
る
難
行
苦
行
の
捨
身
命
処
に
よ
っ
て
顕
さ
れ
た
本
仏
分
身
の
舎
利
で
あ
る
か
ら
、
本
来
事
具

三
千
具
足
の
仏
体
た
る
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
本
仏
の
久
遠
の
修
行
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
仏
種
で
あ
っ
て
、
草
木
自
身
に
と
っ
て
は

こ
れ
本
有
性
徳
の
種
子
、
草
木
自
ら
の
間
法
発
心
に
よ
る
仏
種
子
で
は
な
い
。
働
て
こ
の
本
具
の
仏
種
を
開
発
し
、
顕
成
す
べ
く
新
た
に

教
法
の
種
子
を
種
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
教
法
の
種
子
を

一
念
三
千
を
仏
種
と
い
う
に
対
し
て
乗
種
と
い
う
。
そ
の
乗
種
は
一
念

三
千
の
仏
種
を
詮
説
す
る
本
地
の
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
。
こ
の
故
に
草
木
自
ら
が
聞
法
発
心
し
て
こ
の
妙
法
蓮
華
経
を
下
種
す
る
こ
と
に

お
い
て
、
草
木
本
具
の
一
念
三
千
の
仏
種
を
開
発
し
て
成
仏
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
草
木
の
下
種
成
仏
、
草
木
の
発
心
修
行
の
成
仏
、

草
木
自
身
の
独
立
成
仏
で
あ
る
。
こ
れ
が

一
期
の
大
事

・
当
身
の
大
事
と
仰
せ
ら
れ
た
開
目
抄

ｏ
本
尊
抄
に
あ
ら
は
れ
て
い
る
宗
祖
内
証

妙
解
の
草
木
成
仏
義
で
あ
る
。

さ
れ
ば
天
台
家
に
お
い
て
未
だ
草
木
の
発
心
修
行
の
事
相
成
仏
、
草
木
自
身
の
独
立
成
仏
を
論
証
し
得
な
か
っ
た
草
木
成
仏
論
が
わ
が

宗
祖
に
至
っ
て
始
め
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
，。

こ
の
宗
祖
大
士
の
草
木
成
仏
の
真
義
が
宗
祖
の
滅
後
に
至

っ
て
漸
く
中
古
天
台
の
教
義
が
浸
入
す
る
に
従
っ
て
却
っ
て
天
台
の
理
具
思

想
に
逆
戻
り
し
て
行
っ
た
た
め
に
全
く
失
は
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
日
隆
聖
人
が
出
現
し
て
宗
祖
の
真
義
を
発
揚
せ
ん
と
し
て
委
細
条

理
的
に
解
説
さ
れ
た
も
の
が
い
は
ゆ
る
日
隆
聖
人
の
草
木
成
仏
諭
で
あ
る
。
隆
師
は
宗
祖
の
本
懐
に
準
拠
し
て
、
草
木
成
仏
の
付
嘱
、
滅

後
草
木
成
仏
の
本
尊
を
説
き
、
而
し
て
滅
後
に
於
け
る
草
木
の
下
種
成
仏
を
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
草
木
成
仏
の
真
義
が
究
寛
し
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た
と
い
え
よ
う
。

か
よ
う
に
観
て
来
る
と
草
木
成
仏
の
法
門
は
も
と
無
情
仏
性
の
義
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
。
剤
漢
に
し
て
も
伝
教
に
し
て
も
最
初
か
ら
草

木
の
成
仏
不
成
仏
を
問
題
に
し
た
の
で
は
な
く
、
華
厳

・
法
相
の
非
情
無
性
に
対
し
て
非
情
有
性
を
主
張
し
て
来
た
の
で
草
木
成
仏
の
間

題
が
主
眼
で
あ
っ
た
の
で
な
い
。
伝
教
大
師
の
如
き
は
法
相
宗
の
二
乗

・
闇
提
不
成
仏
の
義
に
対
し
て
、
二
乗

・
聞
提
成
仏
の
義
を
立
て

ん
と
し
て
情
非
情

一
切
悉
有
仏
性
の
旨
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
て
、
草
木
成
仏
よ
り
も
む
し
ろ
非
情
仏
性
の
問
題
が
主
題
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
た
だ
有
情
の
二
乗

・
聞
提
に
し
ろ
非
情
の
草
木

・
国
土
に
し
ろ
悉
有
仏
性
の
義
に
変
り
は
な
い
か
ら
、
後
世
の
草
木
成
仏
の
問
題

よ
り
し
て
刑
漢

・
伝
教
の
所
説
を
草
木
成
仏
論
と
し
て
受
取
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
専
ら
草
木
成
仏
の
主
題
の
も
と
に
仏
性
義
が
論
ぜ
ら

れ
た
の
は
恐
ら
く
良
源
以
後
で
あ
っ
て
、
而
も
こ
の
頃
よ
り
理
性
の
成
仏
で
な
く
草
木
の
発
心
修
行
の
事
相
成
仏
が
唱
へ
出
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
わ
が
宗
祖
大
士
に
お
い
て
は
真
言
の
本
絵
二
像
開
眼
を
対
破
す
べ
く
、
草
木
成
仏
義
が
論
ぜ
ら
れ
木
絵
二
像
の
意
神
並
び
に
そ
の

開
眼
は
必
ず
法
華
経
に
よ
る
べ
き
旨
を
主
張
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
隆
師
は
宗
祖
の
本
意
に
随
順
し
て
天
台
家
の
草
木
成
仏
論
を
開
述
顕

本
し
て
草
本
の
下
種
成
仏
を
論
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
要
す
る
に
本
宗
に
お
け
る
草
木
成
仏
は
本
門
八
品
所
頭
上
行
要
付
の
妙
法
蓮
華
経
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
滅
後
の
本
尊

た
る
木
画
二
像
の
マ
ン
ダ
ラ
に
お
い
て
は
、
別
体
た
る
一
念
三
千
の
法
体
よ
り
も

一
念
三
千
を
総
在
せ
る
能
摂
総
名
の
南
無
妙
法
蓮
華
経

を
以
て
そ
の
正
体
と
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
れ
ば
宗
祖
大
士
は
本
尊
抄
に
お
い
て
、
そ
の
第

一
段
に
は
初
め
述
門
理
具

一
念
三
千
よ
り
説
き

起
し
、
漸
次
本
門
事
具

一
念
三
千
に
ま
で
導
き
来

っ
て
、
こ
の
事
具

一
念
三
千
の
法
体
を
以
て
草
木
成
仏
の
原
理
、
木
画
本
尊
の
意
神
と

な
し
、
第
二
段
の
本
尊
正
顕
に
至
っ
て

此
本
門
肝
心
於
二南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
１
…
…
・但
召
二地
涌
千
界
一説
二八
品
一付
二属

　

之
一

と
本
門
八
品
上
行
要
付
の
総
名
妙
法
蓮
華
経
を
提
示
し
、
こ
の
総
名
妙
法
蓮
華
経
を
滅
後
の
木
画
本
尊
の
正
体
と
し
て
↓
其
本
尊
為
レ体
」

草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て
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草
木
成
仏
と
木
画
本
尊
の
意
神
に
つ
い
て

等
と
久
遠
本
時
の
十
界

マ
ン
ダ
ラ
の
体
相
を
明
し
、
而
し
て
そ
の
結
成
と
し
て

如
レ是
本
尊
在
世
五
十
余
年
、
無
レ之
、
八
年
之
間
但
限
二八
品
一

と
再
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
最
後
第
二
段
の
結
論
に
お
い
て

不
レ識
■

念
三
千
一者
仏
起
二大
慈
悲
一五
字
内
裏
二此
珠
ス
コ

懸
二末
代
幼
稚
頸
一

と
末
代
の
衆
生
に
そ
の
信
行
を
勧
奨
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
本
宗
に
お
け
る
草
木
成
仏
の
原
理
、
滅
後
の
木
画
本
尊
の
意
神
は
八
品
所
頭
上
行
要
付
の
総
名
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
。

っ
て
そ
の
本
尊
の
開
眼
供
養
は
こ
の
大
法
に
限
る
べ
き
こ
と
を
了
解
す
べ
き
で
あ
る
。

従
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